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１．はじめに 
１.１ 業務の背景・目的 

ユニバーサルツーリズム（以下、UT）を推進する上では、旅行の「送り手（旅行業

者）」、「受け手（観光地）」双方の取組みが重要であり、観光庁においても両者の視点か

ら調査・検討がなされてきた。そのうち、受け手（観光地）については、UT に対応し

た観光地域づくりを進めるうえで、地域の一元的な相談窓口として機能するバリアフリ

ーツアーセンター（以下、BFTC）に代表される受入拠点の役割が極めて重要となる。

各地の BFTC 等では、国内の UT 対応は進みつつあるが、訪日外国人旅行者に対応した

情報発信や受入体制は現状整備されておらず、海外から訪れる高齢者・障がい者等への

対応が喫緊の課題となっている。 

このような背景を踏まえ、本業務では、国内における UT 対応は進んでいるものの海

外から訪れる高齢者・障がい者等の受入体制に課題のある地域において、外国人旅行者

（高齢者・障がい者等）のニーズを踏まえたうえで、BFTC の WEB サイト等の多言語

による情報発信基盤を整備する。また、外国人旅行者（高齢者・障がい者等）を受け入

れるための体制を検討し、UT におけるインバウンド対応のスタートアップ（立ち上げ）

を図り、UT の更なる普及促進を図ることを目的とする。 

 

１.２ 実施手順 

本業務の実施手順は以下に示す通りである。 

 

図表１ 調査検討の手順 

１．計画・準備

２．外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の
ニーズ調査

４．各地のバリアフリーツアー
センターの一元的な情報発信

５．各地のバリアフリーツアー
センターの詳細な情報発信

７．まとめと今後の課題

３．外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に
提供すべき情報内容の検討

６．問い合わせ・相談対応の
体制構築に向けた検討
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２．外国人旅行者（高齢者、障がい者等）のニーズ調査 

２.１ 調査の実施概要 

２.１.１ 目的 

一元的に情報発信する WEB サイトおよび、各 BFTC の多言語 WEB サイトの作成に

あたり参考とするため、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）が訪日旅行をする際に必

要とするバリアフリー観光情報を把握すること等を目的とした調査を実施した。 

 

２.１.２ 調査概要 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）のニーズ、海外のバリアフリーの状況等につい

て知識を有する日本バリアフリー観光推進機構の顧問山崎氏の知見からニーズを整理

するとともに、外国人当事者へのヒアリング（メール等）を実施して補完することによ

り、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）のニーズを取りまとめた。 

【山崎泰広氏プロフィール】 

○㈱アクセスインターナショナル 代表取締役社長 

○92 年バルセロナパラリンピック水泳日本代表 

○佐賀ユニバーサルデザイン推進会議アドバイザー 

○長年に渡るアメリカ在住経験を持ち、自身も車いす使用者。現在は輸入車い

す販売会社を経営。シーティング促進のため国内で年間約 50 箇所で講演を

行い、海外だけでなく、日本国内の旅行、移動に関しての知識も豊富。パラ

リンピック選手として海外諸外国への渡航数も多く、世界中に障がい者のネ

ットワークを持つ。観光まちづくりに関してもアドバイザー等を歴任。 

 

図表２ 外国人当事者の属性 

 
国籍 言語 性別 年代 障がいの種類・程度 

海外旅行 

経験の有無 

１ アメリカ 英語 男性 60 代 小児麻痺、車いす使用者、 

自立歩行不可 

定年前に仕事で

多数 

２ アメリカ 英語 男性 40 代 頸髄損傷、車いす使用者、 

自立歩行不可、 

上肢にも障がいがある 

仕事で頻繁に出

張(欧米中心) 

３ オーストラリア 英語 男性 50 代 脊髄損傷、車いす使用者、 

自立歩行不可 

仕事で頻繁に出

張(オーストラリ

ア、北米中心) 
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２.１.３ 調査項目 

ニーズ調査では、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の特徴や、訪日の際に必要な

情報、旅行中に不便に感じたこと等について、外国人旅行者のニーズを項目ごとに把握

した。 

【調査項目】 

①外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の特徴 

②訪日旅行の際に外国人旅行者が必要とする情報 

③海外旅行（訪日旅行）中に不便に感じたこと、困ったこと 

 

２.２ 調査結果 

調査結果として、山崎氏および外国人当事者のヒアリング結果を踏まえ、外国人旅行

者（高齢者、障がい者等）のニーズを整理した結果を以下に示す。 

 

２.２.１ 外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の特徴 

（１）障がい者に対する考え方 

・ 海外（特に欧米諸国）の障がい者に対する根本的な考え方は「介護」ではなく「自

立支援」であり、自分のやりたいことは「自分自身でやる」という考え方が主流

である。 

・ 一方で、日本ではバリアフリーは進んでいるものの、人が手伝うことを前提とし

た「対処型バリアフリー」が中心である。 

・ 自立した外国人当事者の場合、単独での行動や、複数の当事者同士での行動をす

ることも少なくない。 

⇒人が介助することを前提とするのではなく、「自分でできる環境・設備」や、「自

分でできるための道具」の提供および情報提供が必要。 

⇒さらに、外国人旅行者に対し、日本における考え方や「対処型」の対応が多いこ

とを事前に伝え、滞在中のトラブル等を減らすことも必要。 

 

（２）外国人当事者の旅行の考え方 

・ 外国人当事者（高齢者、障がい者等）の観光の考え方として、「バリアフリーな場

所に観光に行く」ことよりも、「行きたい場所に観光に行く」ことが重要であり、

バリアのある場所であっても、どうすれば行けるのかを考える傾向がある。 

⇒外国人当事者のニーズを踏まえ、すべての場所に行けなくとも、どの場所なら行

けるか、どこまでなら行けるかの判断材料となる、具体的なバリアの情報提供が

必要。 

⇒情報提供内容として、観光情報とバリアに関する情報が必要。 
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（３）バリアトリック（肥満）市場 

・ 海外では、車いすを利用する肥満の人が増加しており、肥満の人対応の大きいサ

イズの車いすの準備などバリアトリック（肥満）市場が確立している。 

⇒今後、バリアトリックの旅行者がインバウンドで日本に来ることを想定し、準備

を進める必要がある。 

 

 

２.２.２ 訪日旅行の際に外国人旅行者（高齢者、障がい者等）が必要とする情報 

（１）バリアフリー設備、サービス 

・ 外国人旅行者（高齢者、障がい者等）が、行けるかどうか自分で判断できる材料

となるような情報の提供が必要である。 

⇒観光地や施設のバリア・バリアフリー情報として、設備や機器の幅、高さ等、具

体的なバリア情報の提供が必要。 

〔例〕 

日本のエレベーターはドアの間口が基本 80cm であり、それらを「車いす対応

EV」と呼ぶことがあるが、海外の大きいサイズの車いすでは入ることができな

いため、「車いす対応 EV」ではなく「EV（幅○○cm）」と幅を示す方が望まし

い 

 

・ 欧米の方などは身体のサイズが大きく、比例して車いすサイズも大きい。そのた

め、身体や車いすのサイズが大きい方（特に肥満者）に向けた詳細な情報提供が

必要である。アクティブな自走者の場合、車いすは折り畳み式ではなく固定車で

あり、キャンバーが付いた車いすも多い。 

※国産の車いすは、全幅 55～65cm 程度に対し、全幅が 85cm 以上となる車いすの

利用も想定される。キャンバーの付いた車いすも多く、アクティブな自走者の車い

すは大半が固定車である。 

⇒シャワーキャリーの対応体重、入浴介助での介助者の対応可能体重、浴槽のリフ

トが対応可能な体重と車いすの総重量等についても情報提供が必要。 

⇒車いすが固定車の場合、公共交通機関やタクシー等で座席に移動する際に、車い

すの収納が可能かどうかの情報提供が必要。 

⇒折り畳み式の車いすを持参した方がよいという情報提供が必要。 

 

・ 電動車いすの場合、飛行機（特にプロペラ機）の貨物室に入らないと搭乗が拒否

される。 

・ タクシーのトランクが小さく、車いすがトランクに入らないことがあった。 

⇒機材が時間ごとに異なることもあるため、予約時に「車いす」ではなく、「電動

車いす」と知らせること、車いすのサイズを知らせることがあるという情報提供

が必要。 
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（２）日本独自の設備・製品・サービス 

・ 点字ブロックやオストメイト対応トイレ、多目的トイレは存在しない国も多い。 

・ 欧米諸国の外国人当事者は支援機器や補助器具の使用に慣れているが、アジア等

の外国人当事者にはなじみの薄い機器等も多い。 

・ 日本独自のバリアフリー設備に、日本語の説明が書かれていても、外国人旅行者

は全く使用することができない。 

⇒情報提供の際には、設備、製品、サービス自体の説明が必要。 

 

・ 点字サインには多言語のものが存在するが、日本国内にある点字サインの大半は

日本語である。 

⇒海外の視覚障がい者への情報提供として、点字サインを使用する際には、言語の

確認が必要。 

 

・ 手話は国によって異なるため、日本の手話は外国人旅行者に通じないことがある。 

⇒海外の聴覚障がい者への情報提供として、手話を使用する際には、言語の確認が

必要。 

 

（３）一般的な旅行情報 

・ 外国人旅行者（高齢者、障がい者等）にとって、「行きたい場所に観光に行く」こ

とが最も重要である。 

⇒観光地の魅力ある観光情報、日本の旅行の楽しみ方の発信が必要。 

 

・ 日本の電圧は海外と異なるため、海外から持ってくる呼吸器や電動車いすのバッ

テリーが充電できないことがある。 

⇒日本の電圧等に関する情報提供、注意喚起が必要。 

 

・ 日本円以外の通貨が使えるかどうか聞かれることがある。 

⇒使用可能な通貨、カード対応等の把握、情報提供が必要。 
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２.２.３ 海外旅行（訪日旅行）中に不便に感じたこと、困ったこと 

・ 入浴の際に、肥満の人がシャワーキャリーに入らないことや、介助者が支えきれ

ないことがあった。 

・ リフト付きバスが、体重と車いすの総重量に対応できないことがあった。 

⇒肥満の方に向けた詳細な情報提供が必要（前項に記載の通り）。 

 

・ 日本の電圧は海外と異なるため、海外から持ってきた呼吸器や電動車いすのバッ

テリーが充電できないことがあった。 

⇒海外の仕様と異なるものについて、情報提供が必要（前項に記載の通り）。 

 

・ 多言語表記が意味するものが分からなかった。 

⇒日本語を英語に直訳するのではなく、分かりやすい日本語に直した上で英訳する

必要がある。 
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３．外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に提供すべき情報内容の検討 

３.１ 外国人旅行者（高齢者、障がい者等）のニーズと対応方針の検討 

２．で示したニーズ調査結果を踏まえ、現在各地の BFTC において日本人向けに提供

されている情報内容等を参考に、訪日外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に提供すべ

き情報内容を検討した。 

 

（１）情報提供の対象 

訪日外国人旅行者向けの UT に係る情報提供の対象について、以下のように設定した。 

◆近年、訪日外国人旅行者が増加しており、それに伴い、海外から訪れる高齢者や障

がい者等も増加している。 

◆2020 年東京オリンピック・パラリンピックが決定したことで、外国人旅行者（高

齢者、障がい者等）の更なる増加が見込まれる。 

◆パラリンピックという視点では、参加する選手やその家族・友人、観戦者等が多く

日本を訪れ、日本各地の観光地を訪問することが考えられる。 

◆障がい者は肢体不自由者や視覚障がい者が多いと考えられ、外国人対応の場合、障

がいの一つとして、「肥満者(bariatric)」への対応も求められる。 

 

（２）対応方針 

外国人当事者に向けた情報発信の対応方針を以下に示す。 

○基本的なバリアおよびバリアフリー情報の他、設備やサービス自体の説明（特に

日本独自のもの）を加える。 

○バリアおよびバリアフリー情報だけでなく、地域の魅力を伝える観光情報を提供

する。 

○施設等の対応言語および多言語サービスを示す。 
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３.２ 外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に情報提供する上での留意事項 

対象となる外国人旅行者（高齢者、障がい者等）は、障がいの有無に係らず外国人旅

行者であり、バリア等の情報だけでなく、インバウンドに対応した観光情報を提供する

必要がある。訪日外国人旅行者向けのバリアフリー観光情報を提供するうえでの留意事

項等について以下に示す。 

 

（１）基本的な考え方 

○今回の事業の対象の中でも中心となる欧米諸国の障がい者に対する根本的な考え方

は「介護」ではなく「自立支援」である。自分のやりたいことを「自分自身でやる」

という考え方が重要である。 

○欧米のバリアフリーは日本と異なり障がい者自身が自分でできることを目的に作ら

れており、環境的に不可能な場合は道具を駆使し、人手による助けは最終手段とい

う認識が必要である。 

○バリアフリーな場所に観光に行く、という考え方よりも、バリアのある場所でもど

うすればその観光地に行けるかを考える。すべての場所に行けなくても、どの場所

なら行けるか、どこまでなら行けるかという情報提供が必要である。 

○従って最も必要なのは、魅力ある観光情報とバリアに関する情報であり、漠然とし

た「バリアフリー」ではなく具体的なバリアの状況や内容を伝えることが基本であ

る。 

○サインや案内についてはピクトグラムでの表示が望ましい。ユニバーサルなピクト

グラムを使用すれば多言語化は必要なくなる場合もある。 

 

（２）日本独自の設備･製品･サービス 

○点字ブロックやオストメイト対応トイレは存在しない国も多い。従ってこれらの情

報を提供する場合はその設備や製品の説明が必要になる。 

○多目的トイレが存在しない国も多いため、多目的トイレの設備や機能、使用方法等

に関する説明が必要になる。 

○国内の点字サインは日本語が大半である。視覚障がい者への情報提供として点字サ

インを活用する場合には、言語の選択や確認が必要である。また、点字サインの設

置箇所等に関する説明を提供することも重要である。 

 

（３）支援機器・補助器具 

○欧米の障がい者は支援機器や補助器具の使用に慣れているが、アジアや中国等の障

がい者はなじみのない者も多い。補助器具を設置する場合には、合わせて使用説明

等が必要である。 

 例：シャワーチェア、振動による目覚まし、電動アシスト装置 等 
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３.３ 共通して翻訳すべきワードの抽出および対訳表の作成 

外国人当事者に対し、分かりやすい情報発信となるよう、観光・宿泊・移動等に関し

て、使用頻度の高いワードを抽出し、翻訳の揺れや誤表記の防止を図るため、対訳表を

作成した。 

 

３.３.１ 共通して翻訳すべきワードの抽出 

UT に関する情報提供を行うにあたって、共通して使用することが想定される翻訳ワ

ードについて、以下の視点から抽出した。 

 

【共通して翻訳すべきワード抽出の視点】 

①バリアフリー観光における基本的な用語 

⇒バリアフリー情報や観光情報等を提供する際に必要となる基本用語 

②設備を示す用語 

⇒観光に関連する移動、宿泊、観光施設等の設備情報を提供時に必要となる用語 

③サービスを示す用語 

⇒バリアフリー観光に必要なサービス等に関する情報提供時に必要となる情報 

④障がい等の専門的な用語 

⇒バリアフリー観光の対象となる、様々な障がいを説明するための用語 
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３.３.２ 翻訳ワードの抽出結果 

３.３.１ で示した視点をもとに、対訳表作成の対象となる翻訳ワードを抽出した。 

 

図表３ 抽出した翻訳ワード一覧 

分類 翻訳ワード 
ワード

数 

①バリアフリー観光 

における基本的な 

用語 

BFTC、バリアフリー観光、 

バリアフリー旅行、バリアフリー観光地、 

バリアフリー観光情報、バリアフリー情報、 

バリアフリー調査、観光施設、宿泊施設、飲食施設、 

交通機関、インフォメーションカウンター 

12 

②設備を示す用語 バリアフリー対応車両、福祉タクシー・UDタクシー、 

駐車場の障がい者スペース、段差、スロープ、昇降機、 

車いすルート・バリアフリールート、 

視覚障がい者誘導用ブロック、入浴用リフト、 

シャワー・浴室関連、 

車いす対応エレベーター/エレベーター、 

車いす対応トイレ、オストメイト対応トイレ、 

多目的（マルチ）トイレ、 

ユニバーサルシート（介護ベッド）、バリアフリールーム、 

UD ルーム 

17 

③サービスを示す 

用語 

入浴介助、介助、貸出、障がい者割引、特別食対応、 

手話通訳、補助犬（介助犬・盲導犬・聴導犬）、 

音声案内、点字案内 

9 

④障がい等の専門的 

な用語 

障がい、障がい者、車いす使用者、肢体不自由、視覚障

がい、 

聴覚障がい、言語障がい、内部障がい、知的障がい、精

神障がい、 

発達障がい、識字障がい、妊娠中、乳幼児連れ、高齢者 

15 
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３.３.３ 共通して翻訳すべきワードの翻訳結果（対訳表） 

前項で示したワード（日本語）を、英語に翻訳した結果を次頁以降に示す。 

日本語のバリアフリー用語は、日本独自で使用されている言葉が多く、また、英語で

は単語が異なる言葉がひとつの日本語で表現されている場合もある。そのため、翻訳に

あたっては、日本語に対して、最適な英語を当てはめるのではなく、日本語が示す意味

を考慮し、条件によって適切な翻訳となるよう、ひとつの日本語に複数の英訳を示した。 

情報提供にあたっては、状況や条件を適切に伝えることが重要となるため、その場に

適した訳を用いて伝えることが必要である。 
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（１）バリアフリー観光における基本的な用語 

No 
翻訳ワード 

留意点等 
日本語 対訳（英語） 

1 
バリアフリーツアー 

センター 

Accessible Travel Japan （機構） 

Accessible Travel ○○ （BFTC） 
 

2 バリアフリー観光 

accessible sightseeing （観光する） 
※言葉を使い分ける必要はな

く、「障がい者も利用できる旅

行や旅行サービス」として活

用 

accessible tour （観光/旅行） 

accessible tourism （ビジネス観光） 

3 バリアフリー旅行 
accessible travel （観光/旅行） 

accessible trip （小旅行） 

4 バリアフリー観光地 

accessible sightseeing area （観光地） 
※アクセシビリティの高い観光

地という意味を指す 
accessible tourist attraction 

 （観光名所、観光地） 

5 バリアフリー観光情報 
accessible travel information 

※観光地または観光に関する

アクセシビリティの情報 
accessible tour information 

6 バリアフリー情報 accessibility information 

7 バリアフリー調査 
accessibility inspection （調査） ※旅行客が行きたい場所のバ

リアの状況に関する調査 accessibility survey (アンケート・聞き込み) 

8 観光施設 

tourist facility / tourist facilities（複数形）

accessible sightseeing area / accessible 

sightseeing area （観光地の場合） 

tourist attraction （観光名所の場合） 

※観光地にある建物や施設を

広く捉えると「観光地」となる 

9 宿泊施設 
lodging facility / accommodation facility / 

accommodations 
※ホテルの場合は hotel 

10 飲食施設 

eating and drinking facilities ※カフェ、レストラン等の飲食

店、商業施設などにある飲食

コーナー等 

cafe / coffeehouse / restaurant 

11 交通機関 

transportation / transportation facilities 

public transportation (system) / public 

transportation facility （公共交通機関） 

※電車、新幹線、地下鉄、バス

※何のことを指しているのかに

よって言葉が異なる 
train / Shinkansen bullet train / subway / bus 

transportation facilities / airplane ※航空機 

taxi / cab / charter bus ※タクシー、チャーターバス 

ferry / high-speed vessel (boat) ※フェリー、高速船 

12 
インフォメーション 

カウンター 
information counter / information desk 

※案内所や案内カウンター 

※翻訳用原文では、対応言語

を明確にする 
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（２）設備を示す用語 

No 
翻訳ワード 

留意点等 
日本語 対訳（英語） 

1 バリアフリー対応車両 

bus with wheelchair lift / bus equipped with a 

(power) lift for wheelchair users 
※車いす昇降機付きバス 

bus with wheelchair ramp / bus equipped with 

a ramp for wheelchair users 

※車いす用スロープが搭載され

ている車両 

low-floor bus 
※ノンステップバス、ワンステッ

プバス 

car with hand-control (unit) / car equipped 

with hand-control (unit) 

※ハンドコントロールで運転可

能な車両（レンタカー等) 

accessible car  

※車いす用が決められた車両 

※車いすをそのまま停止でき

る、車いすで通れる通路、車

いす用の個室等補足が必要

2 
福祉タクシー 

ＵＤタクシー 

accessible taxi (cab) 

accessible taxi (cab) with lift / ramp 

※車いすや障がい者等の使用

に配慮したタクシー 

3 
駐車場の障がい者 

スペース 

handicap parking space / parking space for 

person with disability 
 

4 段差 
bump / step （一段） curb （縁石） 

2 steps （二段）    stairs （階段） 
 

5 スロープ 

fixed ramp / ramp （固定されているスロープ） 

 portable ramp （移動式のスロープ） 

temporary ramp （仮設のスロープ） 

6 昇降機 
lift 

power lift / elevator （電動） 

※昇降機の種類により、訳が異

なるため、調査時に具体的な

形状を確認 

7 
車いすルート 

バリアフリールート 

recommended rout for ○○ 

※○○にwheelchair（車椅子）、blind / visually 

impaired（視覚障がい者）を付記  

※車いす使用者に推奨する

ルート 

8 
視覚障がい者誘導用 

ブロック 
Braille block 

※海外には存在しないため説

明が必要。 

9 入浴用リフト bath lift  

10 シャワー・浴室関連 

shower chair （シャワーチェア）  

roll-in shower （ロールインシャワー） 
※車いすのままシャワー室に入

室可能な形式 

handheld shower head （ハンドシャワー）  

 

 



 １４

 

No 
翻訳ワード 

留意点等 
日本語 対訳（英語） 

11 
車いす対応エレベータ

ー／エレベーター 

elevator (wheelchair accessible) 

wheelchair-accessible elevator 

※入口幅が 80cm 以下の場合

は「small」と表記する 

※サイズ（入口幅、カゴの寸法

横・奥行き）を表記する 

12 車いす対応トイレ 
bathroom (wheelchair accessible) 

wheelchair-accessible bathroom 

※サイズ（入口幅、寸法、奥行

き）表記する 

13 オストメイト対応トイレ 
A multipurpose Bathroom (lavatory)  

provided with a sink for ostomate. 

※海外にはオストメイト対応トイ

レはほとんどない 

※オストメイトの説明や、洗面

台ではないこと等、個別の注

記が必要 

14 多目的（マルチ）トイレ 
A multipurpose Bathroom  

(lavatory / restroom) 
 

15 
ユニバーサルシート

（介護ベッド） 
multipurpose bench 

※ユニバーサルシートという言

葉は、英語では異なる意味を

持つため、「多目的ベンチ」と

いう表記が望ましい 

16 バリアフリールーム accessible room ※No.16 と No.17 は言葉を使い

分けず、同じ言葉として表記 17 UD ルーム A multipurpose accessible room 
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（３）サービスを示す用語 

No 
翻訳ワード 

留意点等 
日本語 対訳（英語） 

1 入浴介助 
assisted bathing / bathing assist /  

bathing services 
 

2 介助 assist  

3 貸出 
free ○○ rental / rental (free) ※無料 

rental (fee ○○) ※有料（料金・条件を明示） 

4 障がい者割引 
discount for a person with physical 

disabilities  

※対象とする障がいの種類によ

って表現が異なる 

※「障がい者割引」が外国人に

対応するかどうか確認が必

要 

5 特別食対応 

special meal / special diet （特別食）  

We provide (cook) Halal food. / We cook 

Halal food. 

※ハラル（イスラム）料理を提供

します。 

Halal food available. ※ハラル料理があります。 

We provide food without allergy-provoking 

ingredients. 

※アレルギー食材の含まれ

ない食事を提供します。 

（アレルギーの種類を明記）

We provide food without dairy product. 

We provide food without dairy milk product.

※乳製品を含まれない食事を

提供します。 

bite size meal / chopped food / minced meal 
※きざみ食 

※きざんだ状態により異なる 

puree meal ※ペースト食 

6 手話通訳 sign language interpreting (interpretation)  
※通訳者の場合は、 

sign language interpreter 

7 
補助犬（介助犬・盲導

犬・聴導犬） 

assistance dog 

service dog （介護犬、介助犬） 

guide dog / seeing-eye dog （盲導犬） 

hearing assistance dog （聴導犬） 

 

8 音声案内 audio assist (for visually impaired) 

※トイレの入口等に設置されて

いる視覚障がい者用音声案

内 

9 点字案内 

Braille guide 

Braille guide map （地図の場合） 

Braille fare table （料金表の場合） 

※施設等を案内する点字マッ

プ、点字の料金表など 

※案内の種類により、表現が異

なる 
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（４）障がい等の専門的な用語 

No 
翻訳ワード 

留意点等 
日本語 対訳（英語） 

1 障がい disability / disabilities  

2 障がい者 person with disability / person with disabilities 

※障がい者の対訳ワードとし

て、disabled person は使用し

ない 

※文章によっては Person を複

数形の people と表記する 

3 車いす使用者 wheelchair user(s)  

4 肢体不自由 physically-disabled person 
※医学的な表現の場合は、

orthopedically-impaired 

5 視覚障がい visual impairment(s)  

6 聴覚障がい hearing impairment  

7 言語障がい 
speech impediment /difficulty in speaking / 

difficulty with language 
 

8 内部障がい internal impediment  

9 知的障がい mental handicap / mentally disabled  

10 精神障がい mental disability / mental disorder  

11 発達障がい developmental disorder  

12 識字障がい dyslexia  

13 妊娠中 during pregnancy / in pregnancy  

14 乳幼児連れ 

with a baby 

with a baby and toddler / with child (children)

（※２～４歳を含む） 

 

15 高齢者 elderly people (person)  
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４．各地のバリアフリーツアーセンターの一元的な情報発信 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）への情報提供の実現に向けて、全国の BFTC の

情報をまとめた形で紹介できる英語の WEB サイトを構築した。 

 

４.１ バリアフリーツアーセンターの選定 

観光庁および全国バリアフリー観光推進機構と協議をしつつ、外国人旅行者（高齢者、

障がい者等）の来訪が見込まれる地域や、積極的にバリアフリー観光の誘客に取組んで

いる地域等を、一元的な情報発信の対象として、15 地域選定した。 

 

４.１.１ 選定の考え方 

一元的な情報発信の対象地域の選定にあたっての考え方（選定基準）を以下に示す。 

 

【共通して翻訳すべきワード抽出の視点】 

○全国バリアフリー観光推進機構に所属し、バリアフリー観光の誘客に積極的に取組

んでいる地域 

○外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の来訪が見込まれる地域 

○インバウンドに対応した UT に関する継続的な取組みが期待できる体制が確保され

ている地域 

 



 １８

４.１.２ 地域の選定結果 

各地域における取組み状況等を鑑み、４.１.１ で示した考え方のもと、15 地域の

BFTC を、英語版の WEB サイトにおいて一元的な情報発信を実施する地域として選定

した。 

図表４ 対象地域一覧 

No 名称 所在地 

1 カムイ大雪バリアフリーツアーセンター 旭川市(北海道) 

2 仙台バリアフリーツアーセンター 仙台市(宮城県) 

3 ふくしまバリアフリーツアーセンター 福島県 

4 東京バリアフリーツアーセンター 東京都 

5 NPO 法人石川バリアフリーツアーセンター 石川県 

6 伊豆バリアフリーツアーセンター 伊豆(静岡県) 

7 伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 伊勢志摩(三重県) 

8 松江/山陰バリアフリーツアーセンター 鳥取県・島根県 

9 呉バリアフリーツアーセンター 呉市(広島県) 

10 四国バリアフリーツアーセンター 新居浜市(愛媛県) 

11 バリアフリーネットワーク九州会議 福岡県 

12 佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター 佐賀県 

13 別府・大分バリアフリー観光センター 大分県 

14 かごしまバリアフリー相談センター（ｅワーカーズ鹿児島） 鹿児島県 

15 バリアフリーネットワーク会議 沖縄県 
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４.２ 情報発信内容の検討 

全国各地の BFTC の情報を英語により一元的に紹介する WEB サイトとして、

「Accessible Travel Japan（アクセシブルトラベルジャパン）」を構築し、本サイト

において発信する情報内容等の検討を行った。 

 

（１）WEB サイト構築の基本的な考え方 

WEB サイト構築にあたっての基本的な考え方を以下に示す。 

○インバウンドに対応した UT の情報発信、全国 15 箇所の BFTC の紹介等を主とす

る、外国人旅行者（高齢者・障がい者等）向けの英語版 WEB サイトを作成する。

○ニーズ調査結果等を踏まえ外国人旅行者（高齢者、障がい者等）が必要とする情報

を適切に発信する。 

○外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の問い合わせや相談を直接受け付けるための

「問い合わせフォーム」機能を有するサイトとする。 

○訪問先でも気軽に情報を取得できるよう、タブレットやスマートフォンでの情報の

見やすさに配慮したデザインとする。 
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（２）WEB サイトの仕様および構成 

（１）で示した考え方に基づき、WEB サイトの仕様および構成を検討した。 

WEB サイトは、「Accessible Travel Japan」の紹介や訪日の玄関口を担う東京のバ

リアフリー観光情報、空港（羽田・成田）から都内へのアクセス情報、東京以外の国内

バリアフリー観光地（BFTC）の紹介および東京から各地へのアクセス情報など、外国

人旅行者（高齢者、障がい者等）に必要な情報を分かりやすく発信することができるよ

うな構成を目指した。また、閲覧者が利用しやすいように、「問い合わせフォーム」を

掲載することとした。 

 

図表５ Accessible Travel Japan WEB サイトのサイトマップ 

 

  

Accessible Travel 
Japanの目的

国内のアクセシビリティ
に関する情報

空港から都内への
アクセス

都内の主な観光
スポット

サイトの使い方

サイドメニュー

サービス内容

・羽田空港から都内へのアクセス
・成田空港から都内へのアクセス
・都内公共交通のバリアフリー情報

・全国のバリアフリー観光地情報
・本事業でWEB（英語）を構築した
5地域へのリンク

TOPページ

国内のバリアフリー観
光地情報

問い合わせフォーム

・問い合わせ先
（TEL、FAX、メール等）

検索機能
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図表６ Accessible Travel Japan WEB サイトの概要 

構成 情報提供の内容 

①TOP ページ 

◇「Accessible Travel Japan」の紹介 

◇トピックス（最新情報）の掲載 

◇サイトの使い方、サービス内容等の掲載（サイドメニュー） 

②Accessible 

Travel Japan

の目的 

◇Accessible Travel Japan の理念や目的を掲載 

③国内のアクセ

シビリティに

関する情報 

◇日本のアクセシビリティ（バリアフリー）に対する取組み状況とし

て、バス、トイレ、点字ブロック、点字、バリアフリーサイズ、車

いすの種類、電圧等を掲載 

④空港から都内

へのアクセス 

◇羽田空港、成田空港から都内へのアクセス情報を掲載 

◇都内の公共交通（鉄道、地下鉄、モノレール等）のバリアフリー情

報を掲載 

⑤都内の主な観

光スポット 
◇都内の主な観光スポットのバリアフリー観光情報を掲載 

⑥お勧めのバリ

アフリー観光

地情報 

◇東京以外の国内のバリアフリー観光地情報、各地域へのアクセス情

報（航空機、鉄道、バス等の交通機関の情報）を掲載 

◇インバウンドに対応した英語版 WEB サイトを作成した５地域の

BFTC へのリンク 

⑦問い合わせフ

ォーム 
◇旅行者が問い合わせをする際に必要となる情報のフォームを掲載 
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４.３ 一元的に情報発信する WEB サイトの作成 

４.３.１ WEB サイト作成にあたっての配慮事項 

２．で示したニーズ調査結果を踏まえ、情報提供のターゲットとなる外国人旅行者（高

齢者、障がい者等）にとっての見やすさ、分かりやすさ等に配慮し、WEB サイトを作

成した。WEB サイト作成にあたっての配慮事項を整理した。 

 

【WEB サイト作成にあたっての配慮事項】 

○WEB サイトを閲覧する方が、高齢者や障がい者を含む外国人旅行者であることを

意識し、日本の観光を喚起させるようなデザインとした。 

○日本の玄関口となることが想定される東京都内から各地域へ向かう外国人旅行者の

行動を想定し、空港（羽田・成田）から東京都内へのアクセス、さらには、東京都

内から各地域へのアクセス方法を示し、交通機関のバリアフリー情報が充実した内

容を目指した。 

○「分かりやすく簡潔な日本語文」を作成した上で、英語に翻訳することにより、説

明文の内容や意図が正確に伝わるよう配慮した。 

○日本独自の設備やサービス、規格等に関しては、外国人旅行者が日本国内で困惑す

ることがないよう、個別の解説を作成し、情報発信を行った。 

例） エレベーターのドアの間口は、80cm を基本としたものが多いこと 

視覚障がい者誘導用ブロック（点字ブロック）の説明 等 
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４.３.２ 英語版 WEB サイト 

全国各地の BFTC の情報を英語により一元的に紹介することを目的として作成した

WEB サイトの各ページ（画面）を以下に示す。 

 

図表７ Accessible Travel Japan WEB サイト画面（TOP ページ）



 

図表表８ Acceessible Trravel Japa

２４

an WEB サイイト画面（ササービス内内容の紹介）

 

）
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図表９ Accessible Travel Japan WEB サイト画面（Accessible Travel Japan の目的） 
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図表１０ Accessible Travel Japan WEB サイト画面（国内のアクセシビリティに関する情報） 
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図表１１ Accessible Travel Japan WEB サイト画面（空港から都内へのアクセス） 
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図表１２ Accessible Travel Japan WEB サイト画面（都内の主な観光スポット） 



 

図表１３ Accessibble Travel Japan WE

２９

EB サイト画

 

画面（全国ののバリアフフリー観光地

 

 

地情報）
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５．各地のバリアフリーツアーセンターの詳細な情報発信 

観光庁が指定する５地域の BFTC について、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）を

対象とした情報提供が可能となる WEB サイトを構築した。 

 

５.１ 対象となるバリアフリーツアーセンターの選定 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）を対象とした情報提供の実現に向けた検討を実

施する BFTC に関しては、以下に示す公募を通じて、選定を行った。 

【公募の概要】 

①目的 

訪日外国人旅行者向けに UT の情報発信を行う BFTC の募集 

②公募期間 

平成 27 年 2 月 23 日（月）～３月９日（月） 

③提出書類 

・応募書（所定様式） 

・概算見積額（様式自由） 

・その他（応募者の概要および UT に対応した取組み実績、パンフレット等） 

 

応募のあった団体の中から、以下５地域の BFTC を選定し、英語での情報提供の実現

に向けた実施内容の検討および WEB サイト等の構築を図った。 

【対象とした BFTC（５地域）】 

◆カムイ大雪バリアフリーツアーセンター（北海道） 

◆伊勢志摩バリアフリーツアーセンター（三重県） 

◆松江/山陰バリアフリーツアーセンター（島根県） 

◆佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター（佐賀県） 

◆那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所（沖縄県） 
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５.２ 実施内容の検討 

５箇所の BFTC との協議に基づき、BFTC の詳細な情報発信に向けて各地域において

実施する内容を検討した。 

 

５.２.１ 各地域における実施事項 

観光庁、日本バリアフリー観光推進機構、各地の BFTC との協議をもとに、外国人旅

行者（高齢者、障がい者等）への情報提供の実現に向けて実施する事項を以下のように

決定した。 

【実施内容】 

◆インバウンドに対応した UT において必要となる情報調査 

⇒観光施設、宿泊施設、飲食店等を対象に、これまでの日本人向けのバリア

フリー観光情報に加え、外国人旅行者（高齢者・障がい者等）への提供が

必要となる項目について調査 

⇒地域特有の外国人旅行者（高齢者、障がい者等）ニーズ把握調査 

◆バリアフリー観光情報を発信する WEB サイト（英語）等の構築 

⇒各団体における日本語 HP に掲載されている情報（バリア及びバリアフ

リー情報）をもとに英語版の WEB サイトを構築 

◆多言語による情報提供媒体の作成 

⇒英語版の WEB サイト以外に、各地域における情報発信に必要となる英語

表記による情報提供媒体を作成 

◆WEB サイト（情報発信内容）の検証 

⇒本事業により作成した WEB サイト等の媒体について、外国人旅行者（高

齢者、障がい者等）の視点から、有効性や適切性を検証 
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５.２.２ 各地域における実施内容 

（１）各地域における実施内容一覧 

インバウンドに対応した UT に関する英語での情報提供の実現に向けて、各地域の BFTC において実施した取組み内容（一覧）を以下に示す。 

 

図表１４ 各地域における実施内容一覧 

項目 ①カムイ大雪 ②伊勢志摩 ③松江/山陰 ④佐賀嬉野 ⑤沖縄 

１．イン

バウンド

に対応し

た UT の情

報調査 

調査対象 

・観光施設、宿泊施設、スポーツ

施設等 

・観光施設、宿泊施設、主要アク

セス拠点からのルート等 

 

・観光施設、宿泊施設、飲食店等 ・観光施設、宿泊施設、モデルコ

ース検討等 

・観光施設、宿泊施設、飲食店、

土産品店、スポーツ施設、レン

タカー等 

２．WEB サ

イト作成 

掲載施設数 97 施設 60 施設 46 施設 27 施設 589 施設 

掲
載
内
容 

基本情報 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

宿泊施設 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

観光施設 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

飲食店 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

交通機関 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

その他情報 

・冬季スポーツ施設利用に関する

情報 

・旭山動物園段差坂道マップ 

・地域イベント情報 

・時事情報（季節のイベント情報）

・サービス（車いすレンタル、入

浴ヘルパー、その他貸出レンタ

ル等） 

・問い合わせフォーム 

・松江だけでなく、「てくてく山

陰」が扱う鳥取、島根全域を対

象範囲 

・嬉野を中心としたモデルコース 

（嬉野～長崎、嬉野～有田、嬉野

～佐世保など） 

・既存の 24 時間のコールセンタ

ー、アプリ、公共交通の割引情

報、インバウンドの優遇施策な

どの紹介 

・多言語対応ができる病院リスト、

気象情報 

３．WEB 以外の情報提供媒

体の作成 

－ － 

・冊子（紙媒体）の作成 

⇒島根県のバリアフリーまち歩き

情報誌「てくてく日和まるごと

島根」の英語版 

・外国人視覚障がい者向け観光情報の

音声（デイジーデータ※）作成 

⇒島根県観光連盟の発行する英語

版の Complete Guidemap to 

SHIMANE の文章を活用 

※デイジーデータの概要は、P.143参照

－ 

・冊子（紙媒体）の作成 

⇒バリアフリー観光冊子「そらく

る」の英語版 

※沖縄の歴史、文化、風土紹介 

※本島・離島のバリアフリー情

報 

※交通情報（空港、船舶） 

※医療情報 

４．情報発信内容の検証 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 
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②伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

◆インバウンドに対応した UT の情報調査 

・地域の観光施設、宿泊施設等を対象に、外国人旅行者（高齢者・障がい者等）へ

の情報提供において必要となる項目に関して、情報調査を実施した。 

・調査の実施にあたっては、日本バリアフリー観光推進機構と調整の上、調査項目

を提示し、外国人旅行者の視点により実施した。 

◆バリアフリー観光情報を発信する WEB サイト（英語）の構築 

・外国人旅行者にとって魅力が高い三重県内の主要な観光施設等を抽出し、バリア

フリー情報を発信する、以下のコンテンツを含む WEB サイトを構築した。 

✓ 観光施設の紹介 

例：伊勢神宮（外宮・内宮）／ 

外宮・内宮界隈の街並み（おはらい町・おかげ横丁・外宮参道）／ 

ミキモト真珠島／伊賀上野（忍者）／鈴鹿サーキット／安土桃山文化村／

水族館（二見シーパラダイス、鳥羽水族館、志摩マリンランドﾞ）／ 

横山展望台／河崎商人館 河崎の蔵の街並み／海女小屋／熊野古道／ 

松阪牛 

✓ 宿泊施設 

和風旅館／ホテル ※バリアフリー情報と魅力を、写真を中心に発信 

✓ 時事情報（花見、花火、季節の情報を紹介） 

✓ 交通機関 

例：関西国際空港⇒三重県／中部国際空港⇒三重県／ 

東京⇒三重県（新幹線）／近鉄・JR／現地の交通機関（CAN ばす） 

✓ サービス 

例：車いすレンタル／入浴ヘルパー／その他貸し出しレンタル／ 

✓ 問い合わせフォーム 

チェック項目で回答する質問形式により、利用者の状況等がある程度把握でき

るようなフォームを作成 

◆WEB サイト（情報発信内容）の検証 

・作成した WEB サイトの内容について、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の

視点から情報の有効性および適切性等の検証を実施した。 

◆その他 

・WEB サイトにおける海外向け SEO（Search Engine Optimization：検索エン

ジン最適化）対策の検証および新規構築を実施した。 

・外国人モデルを起用した「バリアフリー観光県」としてのイメージ写真を撮影し

た。 

・海外版の音声読み上げソフトに対応した WEB サイトのアクセシビリティの検証

を実施した。 
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③松江/山陰バリアフリーツアーセンター 

◆インバウンドに対応した UT の情報調査 

・地域の観光施設、宿泊施設、飲食店等を対象に、外国人旅行者（高齢者・障がい

者等）への情報提供において必要となる項目に関して、情報調査を実施した。 

・調査の実施にあたっては、日本バリアフリー観光推進機構と調整の上、調査項目

を提示し、外国人旅行者の視点により実施した。 

◆バリアフリー観光情報を発信する WEB サイト（英語）の構築 

・外国人観光客が訪れやすい、山陰エリア（鳥取県、島根県全域）の主要な施設等

を抽出し、日本語版の WEB サイトにて発信している情報の英語化を図るととも

に、以下のコンテンツを含む、WEB サイトを構築した。 

✓ BFTC の基本的情報 

✓ 山陰エリアのバリアフリー観光情報 

主な観光スポット／宿泊施設／飲食施設／交通機関 等 

◆多言語による情報提供媒体の作成 

・英語版の紙媒体（冊子）を作成した。 

≪内容≫ 

○島根県のバリアフリーまち歩き情報誌「てくてく日和まるごと島根」の英語

版冊子を作成 

⇒計 28 ページ 

⇒作成した原稿は PDF 化し、作成する英語版 WEB サイトにて公開 

・外国人視覚障がい者向け観光情報の音声提供（デイジーデータ※）を作成した。 

≪内容≫ 

○島根県観光連盟が発行する英語版の「Complete Guidemap to SHIMANE」

に記載されている観光施設等の紹介文（英文）を活用し、デイジーデータを

作成 

⇒視覚障がいのある外国人旅行者向けの音声情報提供を実施 

※デイジーデータの概要は、P.143 参照  

◆WEB サイト（情報発信内容）の検証 

・作成した WEB サイトの内容について、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の

視点から情報の有効性および適切性等の検証を実施した。 
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④佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター 

◆インバウンドに対応した UT の情報調査 

・外国人旅行者（高齢者・障がい者等）への情報提供において必要となる、地域の

情報収集を目的として、以下の調査を実施した。 

✓ ベース調査 

両替可能な金融機関／Wi-Fi 整備状況／外国語対応サービス／ 

レンタカー（ウェルキャブ含む）・レンタサイクル・レンタル車いす／ 

カード決済可能施設／免税店状況 

✓ ニーズ調査（外国人の視点を用いた基礎調査） 

市内観光資源の再調査／市外近辺の観光資源調査／外国人の口コミ等調査 

✓ アクセス調査 

嬉野温泉までのアクセス情報／嬉野温泉からのアクセス経路／ 

近隣地域への移動手段・交通機関 

✓ 確認調査 

これまでに調査済みの施設等に対し、英語版 WEB サイトへの掲載確認 

◆バリアフリー観光情報を発信する WEB サイト（英語）の構築 

・以下のコンテンツを含む、WEB サイトを構築した。 

✓ BFTC の基本的情報 

✓ 地域のバリアフリー観光情報 

✓ 嬉野での過ごし方の参考となるモデルコース 

◆WEB サイト（情報発信内容）の検証 

・作成した WEB サイトの情報内容や、サイト自体の分かりやすさ等に関して、外

国人旅行者の視点から検証を実施した。 
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⑤那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所 

◆インバウンドに対応した UT の情報調査 

・沖縄県を訪れる外国人旅行者（高齢者・障がい者等）への情報提供において必要

となる県内のバリアフリー情報に関して、調査を実施した。 

・調査は、県内の宿泊施設（ホテル）、観光施設（水族館、テーマパーク等）、飲食

店、店舗情報（小売店、お土産店等）を対象として、以下の項目について確認を

実施した。 

≪調査項目≫ 

障がい者・高齢者等の優先駐車場／優先駐車場の屋根／エレベーター／ 

視覚障がい者誘導用ブロック／車いす使用者が利用可能なトイレ／ 

オストメイト対応トイレ／ユニバーサルシート／ベビーシート／ 

施設等入口の自動ドア・スライドドア／段差／車いす貸出／ベビーカー貸出／

授乳室／補助犬／外国語対応／アレルギー食・介護食対応／ 

クレジットカード対応／介護用品の貸出 

◆バリアフリー観光情報を発信する WEB サイト（英語）の構築 

・沖縄県バリアフリーマップ等から地域の情報を厳選し、外国人旅行者向けのバリ

アフリー情報を発信する WEB サイトを構築した。 

・WEB サイトは簡易なカテゴリ検索機能を有する構成とし、以下のコンテンツを

含む内容とした。 

✓ BFTC の基本的情報 

✓ 沖縄県内のバリアフリー観光情報 

観光スポット／宿泊施設／飲食施設／購買施設 等 

◆多言語による情報提供媒体の作成 

・英語版の紙媒体（冊子）を作成した。 

≪内容≫ 

○バリアフリー観光冊子「そらくる」の英語版冊子を作成 

⇒これまでに 8 回刊行している「そらくる」より外国人旅行者向けの情報

を厳選 

⇒沖縄県の歴史や文化・風土の紹介、本島および離島の情報を掲載 

⇒空港情報、船舶情報、交通情報、医療情報等を掲載 

⇒計 44 ページ 

◆WEB サイト（情報発信内容）の検証 

・作成した WEB サイトの内容について、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の

視点から情報の有効性および適切性等の検証を実施した。 

・英語翻訳の監修は、琉球大学の英語および観光の教員に依頼した。 
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５.３ インバウンドに対応したユニバーサルツーリズムに必要となる情報調査 

各地域におけるインバウンドに対応した UT に関する情報発信の実施に先立ち、各地

域において外国人旅行者に必要な情報に関する追加調査を実施した。 

調査にあたっては、各地域において共通の情報発信を実施するため、共通の調査項目

を設定し、各地域の情報を把握した。 

 

５.３.１ インバウンドに対応したユニバーサルツーリズムの追加調査項目 

外国人当事者の特性等を鑑み、インバウンドに対応した UT の情報発信の実施に向け

て、以下の項目について各地域において追加調査を実施した。 

インバウンドに対応した UT の調査項目として、現在の情報に追加する項目（アクセ

ス拠点、交通機関、宿泊施設、観光施設、公衆トイレ、トイレのある施設、飲食店、物

販）、外国人旅行者用の情報（多言語表記等による情報提供の状況、通訳サービスの有

無、外国人向け観光ガイドの有無）等の調査を実施した。 

 

なお、調査にあたっては、以下の事項に留意した。 

・外国人旅行者が使用する車いすには重量のあるもの、幅の広いもの（体重が重い方、

身体が大きい方が使用）があることに注意し、幅・奥行き・重量制限等に留意して

調査を実施する必要がある。 

・レンタル車いすがある場合は、車いすの形状等がわかるよう、写真があると良い。 

・外国人旅行者の体格を考慮し、大型の車いすがレンタル可能か、どこでレンタルで

きるかを調査しておく必要がある。 

・障がい者だけでなく、同行する旅行者がサービス等を利用する場合があるので注意

が必要。両替やショッピング等に関しては、同行者のみが行く場合も想定される。 

・車いす使用者や肢体不自由の方だけでなく、視覚障がい者、聴覚障がい者向けの情

報も調査する必要がある。外国人旅行者の中には、誘導用ブロックを知らない方も

いるため、説明をつける必要がある。 
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図表１５ 施設等のバリアフリー調査における調査項目（国内 UT における基本事項） 

区分 調査項目例 

駐車場 ・車いす使用者用駐車施設の有無、数 

エントランス・玄関 
・段差の有無、出入り口の幅 

・手摺りの有無、手摺りの数と位置 

受付 
・車いす対応の高さのカウンターの有無 

・視覚障がい者や聴覚障がい者対応の装置の有無 

トイレ 

・バリアフリー対応のトイレの有無 

・出入り口の段差の有無、出入り口の幅 

・手摺りの数と位置 

施設内・廊下 

・車いすで利用しやすい十分な空間の有無 

・廊下の幅 

・点状ブロック等の設備の有無 

階段 
・手摺りの有無 

・点字ブロック等の設備の有無 

昇降施設 

・エレベーターの有無 

・かごおよび昇降路の出入り口の幅、かごの奥行き 

・音声装置、点字等の視覚障がい者対応装置の有無 

客室 

・車いす対応客室の有無 

・出入り口の段差の有無、幅 

・客室内のバリアフリー対応のトイレの有無 

・トイレの出入り口の段差の有無、出入り口の幅、手摺りの

数と位置 

・客室内浴室の出入り口の段差の有無、出入り口の幅、手摺

りの数と位置 
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図表１６ 現在の情報に追加する項目 

項目 調査項目 ポイント等 

アクセス拠点 

（空港・駅 等） 

・看板や電光掲示板等の案内表記の対応言語 

・サインやピクトグラムの有無 

・外国人対応（対応デスク、連絡先、対応言語 等） 

・ロッカーや荷物預かり 

[写真撮影] 

・レンタル車いす 

・対応デスク 

交通機関 

（公共交通機関・

タクシー等） 

・予約方法 

・事前連絡の要・不要 

・外国人対応（対応デスク、連絡先、対応言語 等） 

・リフト付車両の場合は、リフトの重量制限 等 

[写真撮影] 

・リフト付車両等 

・対応デスク 

宿泊施設 ・外国人対応 

（対応デスク、連絡先、対応言語、両替、クレ

ジットカード使用可能か、マップ 等） 

・レストランなどのテーブルの高さ 等 

・ベッドのサイズ、ベッドまわりの幅 

・入浴介助では外国人対応が可能か 

通常は何人で行っているか要確認 

（体重が重く通常の人数で対応できない場合が

あることを想定しておく） 

・入浴用リフトの有無（リフトのサイズﾞや重量制

限） 

・宗教（イスラムのハラル食、ベジタリアン食な

どへの対応は可能か） 

・レンタル車いすあるか 

・車いす、シャワーチェアのサイズ 

・車いす対応送迎車の有無 

[写真撮影] 

・フロント 

・部屋 

・トイレ 

・エレベーター等昇

降機 

・風呂、シャワーチ

ェア 

・レストラン、テー

ブル等 

・車いす 

・車いす対応送迎車

観光施設 ・主要観光施設 

・外国人対応（対応デスクはあるか、連絡先、対

応言語 等） 

－ 

公衆トイレ・トイ

レのある施設 

・便房の中の利用表示の言語 [写真撮影] 

・トイレ中 

飲食店 ・外国人対応（対応デスク、連絡先、対応言語 等） 

・宗教（イスラムのハラル食、ベジタリアン食な

どへの対応は可能か） 

・メニュー（写真の有無、対応言語） 

・テーブルの高さ 

・クレジットカードの使用可否 

[写真撮影] 

・トイレ 

・テーブル 

物販 ・外国人対応（対応デスク、連絡先、対応言語 等） 

・両替、免税対応 

・販売しているもの 

・クレジットカードの使用可否 

－ 
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図表１７ 外国人旅行者用の情報 

項目 調査項目 ポイント等 

一般海外旅行 

者用情報 

Wi-Fi 設備 ・調査場所での Wi-Fi 対応 ・どこで接続できるか 

・接続方法 

（パスワード設定 等） 

通貨・両替 

変圧器 

免税情報 

・アクセスや連絡先 等 ・バリアフリー対応免税店等

の情報 

・海外から持参した機器が使

えない場合にレンタルで

きる機器があるか 

情報提供 観光案内所 ・外国人対応デスクの場所、

連絡先やアクセス経路、

対応言語 等 

・案内所のバリアフリー情報

・写真 

マップ・アプリ ・対応言語 

・入手場所や入手方法 

・バリアフリーマップの有無

等 

通訳サービス・ 

観光ガイドﾞ 

コールセンター 

翻訳サービス 

観光ガイド 等 

・対応言語、連絡先、 

営業時間 等 

・障がい者対応の実施有無 

・障がい者対応の内容 
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５.３.２ インバウンドに対応したユニバーサルツーリズムの追加調査結果 

インバウンドに対応した UT の情報発信の実施に向けて、各地域の BFTC にて実施し

た調査結果を以下に示す。 

 

（１）各地域における施設調査 

各地域の BFTC において、英語版の WEB サイトに掲載する地域の観光情報を収集す

るため、地域の観光施設、宿泊施設、飲食店等を対象に、インバウンドに対応した UT

に関する追加調査を実施した。 

調査にあたっては、BFTC から調査対象施設に調査への協力依頼を行い、了承を得ら

れた施設の整備状況等を５.３.１ に示した追加調査項目に基づき調査を実施した。さら

に、英語版 WEB サイトへの情報掲載の可否についても確認を実施した。 

各地域における施設調査の結果として、調査対象施設数および調査により得られた知

見等を以下に整理した。 

 

  ①調査対象施設および調査実施の状況 

外国人旅行者（高齢者・障がい者等）への対応状況等の調査として、５地域全体で

1,139 施設の調査を実施した。そのうち、BFTC における情報発信の一部として、各施

設の情報を掲載することに対して、819 施設（約 72%）より許可を得た。 

 

図表１８ カムイ大雪バリアフリーツアーセンターの施設調査実施状況 

施設の種類 調査施設数 掲載許可を得た施設数 

宿泊施設 38 施設 23 施設 

観光施設 57 施設 30 施設 

飲食施設 69 施設 13 施設 

買物施設 41 施設 10 施設 

スポーツ施設 14 施設 5 施設 

交通機関 4 施設 3 施設 

多目的トイレ 27 施設 13 施設 

合 計 250 施設 97 施設 

 

図表１９ 伊勢志摩バリアフリーツアーセンターの施設調査実施状況 

施設の種類 調査施設数 掲載許可を得た施設数 

宿泊施設 43 施設 40 施設 

観光施設 20 施設 20 施設 

合 計 63 施設 60 施設 
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図表２０ 松江/山陰バリアフリーツアーセンターの施設調査実施状況 

施設の種類 調査施設数 掲載許可を得た施設数 

宿泊施設 8 施設 8 施設 

観光施設 29 施設 29 施設 

交通機関 9 施設 9 施設 

合 計 46 施設 46 施設 

 

図表２１ 佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターの施設調査実施状況 

施設の種類 調査施設数 掲載許可を得た施設数 

宿泊施設 33 施設 25 施設 

スポーツ施設 2 施設 2 施設 

合 計 35 施設 27 施設 

 

図表２２ 那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所の施設調査実施状況 

施設の種類 調査施設数 掲載許可を得た施設数 

宿泊施設 128 施設 117 施設 

観光施設 160 施設 135 施設 

飲食施設 220 施設 122 施設 

買物施設 220 施設 198 施設 

スポーツ施設 17 施設 17 施設 

合 計 745 施設 589 施設 
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  ②WEB サイトへの掲載を断られた理由 

BFTC における情報発信の一部として、各施設の情報を掲載することに対し、カムイ

大雪 BFTC、佐賀嬉野 BFTC、那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所において、

掲載を断られたケースが生じた。 

掲載を拒否した主な理由としては、外国人旅行者の受入れに向けた体制の不足、受入

れに対する意識がなかったことが挙げられた。 

 

図表２３ 各地域での調査において WEB サイトへの掲載を断られた理由 

カムイ大雪 

■掲載を断られた施設数：153 施設 

・急な提案のため、検討する時間が欲しい 

例）問い合わせ等の対応に向けた準備に時間を要する（間に合わない）

繁忙期（夏・秋）を終えた後に、じっくりと検討したい 等 

伊勢志摩 

■掲載を断られた施設数：４施設 

・施設のバリアフリー対応には問題はないが、外国人からの問合せに対し

て多言語での対応を行う体制が整っていない 

佐賀嬉野 
■掲載を断られた施設数：51 施設 

・外国人旅行者の受入れを想定した体制が整っていない（宿泊施設） 

沖縄 
■掲載を断られた施設数：156 施設 

・内部で協議した結果、掲載を許可しかねる 

※松江/山陰は掲載を断られた施設はなし 

 

  ③共通調査項目以外の独自調査項目 

【カムイ大雪】 

・入込客数が多い「新千歳空港」を経由するルートに関する、レンタカーや鉄道（Ｊ

Ｒ）の乗継ぎ等の情報発信に係る項目 

・障がい者スポーツ（パラリンピック競技）の振興に関心が高い、ロシア等のインバ

ウンドの方向性 

【伊勢志摩】 

・各施設における多言語ホームページの有無 

・玄関または部屋の入室方法（靴を脱ぐかどうか） 

【松江/山陰】 

・各施設内の案内サインの状況 

（歩行誘導系サインと展示物サインを２つに分けて詳細を調査） 

・観光施設における音声案内ガイドの多言語対応状況 

・Wi-Fi の設置状況 
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  ④施設等の調査により得られた知見・ノウハウ 

外国人旅行者（高齢者・障がい者等）への対応状況等に関して、各施設等への調査を

実施したことで、外国人旅行者の習慣や行動を踏まえた適切な情報発信の重要性やポイ

ント等に関する知見を得た。 

また、インバウンドに対する知識や経験、体制不足から、情報発信や取組みに消極的

な施設に対し、しっかりと情報提供を行うことで、施設側からの協力を得ることができ

る可能性も把握することができた。 

 

図表２４ 各地域において調査を通じて得られた知見・ノウハウ 

カムイ大雪 

○ロシアにおける障がい者スポーツ（パラリンピック競技）人口の拡大お

よび国際大会参加等の海外派遣の増加傾向から、今後、積雪寒冷地であ

る北海道が誘致を推進する必要性を感じた。 

○その中で、ロシア語の翻訳において、現地の生活習慣や障がい者スポー

ツ（パラリンピック競技）の環境を理解したうえで文章を構成し、誤認

が生じない翻訳を実施していく重要性を確認した。 

伊勢志摩 

○「外国人旅行者の受入れ不可」という案内はなく、施設側が積極的に受

入れているか、受入れに消極的かという点が異なるだけである。 

○施設側に対し、「英語を話すことができるスタッフがいなければ、外国人

旅行者が宿泊できないということではない。」ことを説明すると、情報の

掲載を拒否する施設は生じなかった。 

松江/山陰 

○外国人旅行者のうち、公共交通を利用する方は、特に、路線バスの利用

に苦労されているようであった。 

○外国人旅行者は日本人旅行者と比較して、歩いて移動する方が多い。 

⇒情報提供にあたっては、鉄道駅等のターミナルから、観光スポットま

でのアクセスについて交通手段と距離を合わせて提供するように工夫

を実施 

○施設内の案内サインは、経路や施設名等を示す誘導系サインと、展示物

の解説を示すサインの２つに区分でき、サインの内容を考慮して情報発

信を実施した。 

○プリペイド式の SIM カードの需要が高まっているが、島根県内では購入

することができないことが分かった。 

佐賀嬉野 

○東アジアから訪れる外国人旅行者は、英語を理解できる方が多い。 

○ヨーロッパ、アメリカ、オセアニアからの旅行者は旅行に慣れている方

が多く、温泉を目的として嬉野を訪れている。 

○嬉野は公共交通の乗継ぎが不便なため、外国人旅行者のレンタカー利用

が増えている（中国人を除く）。 

○両替に不便を感じている外国人旅行者の割合はそれほど高くない。 

○県内の 24 時間対応コールセンターのサービスでは、宿泊施設、観光施

設、買い物施設等に関する問い合わせが多い。 



 ４６

沖縄 

○外国人旅行者のレンタカー利用が増えてきているが、外国語で対応可能

な県内のレンタカー会社は大手 1 社といった状況にある（免許証が使用

できない中国人によるレンタカーの利用はない）。 

○外国人旅行者がバスを利用して移動することは困難である。 

○主要な観光施設や宿泊施設では、多言語の WEB サイトやパンフレット

を作成し、情報提供に取組んでいる。 

○ほとんどの宿泊施設では外国人旅行者を受入れているが、交通事業者は

外国人旅行者の対応に不安を感じている事業者が多い。 

○沖縄観光コンベンションビューローが運営する、多言語情報発信コール

センターの認知度が徐々に高まっており、定着してきている。 
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（２）インバウンドに対応したユニバーサルツーリズムに係る外国人ニーズ調査 

各地域の BFTC において、外国人旅行者（高齢者・障がい者等）への対応の充実化を

図るため、地域ごとにその地域を訪れる外国人旅行者や外国人居住者等へのヒアリング

調査等を実施し、地域のインバウンドに対応した UT に係る外国人ニーズ調査を実施し

た。 

各地域における外国人ニーズ調査の取組み状況および本調査を通じて得られた知見

等を以下に整理した。 

 

①各 BFTC における調査方法 

インバウンドに対応した UT に係る外国人ニーズは、地域の特色等により異なる面が

あると考えられ、調査は地域ごとに対象および調査方法を検討し、外国人ニーズの把握

を行った。 

 

図表２５ 各地域における外国人ニーズの調査概要 

地域 調査対象 調査方法 

カムイ大雪 

・地域の留学生 

（米国：２名、フィリピン：３名） 

・旅行会社社員（ロシア：２名） 

・旭川市国際交流委員会 

（米国、英国、台湾、中国、韓国、 

ロシア：各１名ずつ） 

◆バリアフリー観光に関する 

意見交換 

伊勢志摩 

・日本在住または来日外国人 

・インバウンドに注力している県内観光

地域の担当者（観光課・観光協会・商

工会議所等） 

◆アンケート調査 

◆ヒアリング調査 

松江/山陰 

・観光案内所 

- 松江駅前観光案内所 

- 玉造温泉観光案内所 

◆ヒアリング調査 

佐賀嬉野 

・市内在住の外国人 

（英国・韓国・中国等：８名） 

・市内を来訪した外国人旅行者 

（オーストラリア、フィリピン、シン

ガポール、オランダ、タイ、韓国、

中国等：23 名） 

◆ヒアリング調査 

◆グループインタビュー調査 

沖縄 
・アメリカ在住者（米国：1 名） 

・地域の留学生（インドネシア：1 名）

◆ヒアリング調査 

◆バリアフリー観光に関する 

意見交換 
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②各地域に対する外国人ニーズ、得られた知見 

各地域に係る外国人へのニーズ調査を通じて、地域を訪れる国籍ごとの外国人旅行者

の特性や地域における行動特性等を把握した。 

認知度が高い言葉を活用する等、情報発信時における工夫点に関する知見を得た。 

 

図表２６ 各地域に対する外国人ニーズ、得られた知見 

カムイ大雪 

○英国では、バリアフリーに対する意識が高い市民が多い。 

○米国では、障がい者スポーツ（パラリンピック競技）が根付いており、

国際的に先進的な社会風土が醸成されている。 

○韓国、台湾では、少しずつインフラのバリアフリー化が進んできている

が、バリアフリーに対する意識の浸透度は低い。 

○中国では、利己主義が強く、バリアフリーに関する意識が低い状況にあ

るが、富裕層（高齢者）から少しずつニーズが高まってきている。 

伊勢志摩 

○「三重県」という言葉は、外国人に対する知名度が低い。 

○「伊勢」「伊勢志摩」「神宮」「忍者」等は知っている場合でも、「三重県」

と結び付けて認識していることはほとんどない。 

⇒情報発信にあたっては、比較的知名度の高い「伊勢志摩」という言葉

を、地域を示す言葉として活用 

⇒さらに、WEB サイトへの興味を引くため、外国人の認知度が高い「忍

者（Ninja）」という言葉をサイト内で使用 

松江/山陰 

○観光案内所を訪れる外国人旅行者のうち、車いす使用者や、視覚障がい

者の割合はごくわずかであり、来訪者数の増加傾向も現時点では確認さ

れていない。 

○言語は「英語」の需要が最も多く、ついで「韓国語」、「中国語」の順で

あった。（韓国人および中国人の中には英語を理解できる方も多い） 

○近年では、タイ等の東南アジアからの外国人旅行者が増加している。 

○観光案内所を訪れる外国人旅行者の大半が、ジャパンレールパスを利用

し、岡山方面から JR 伯備線にて松江に入っている。 

○広島からの長距離バスを利用する方は少ない。 

○松江市内では、観光レイクラインバスを利用する方が多く、路線バスは

情報が分かりにくく、あまり利用していない。 

○Wi-Fi やプリペイド SIM を利用する外国人旅行者が増加している。 

○玉造温泉観光案内所では、「てくてく山陰」WEB サイトを積極的に活用

している（バリアフリー情報が詳しく掲載されており、車いす使用者が

利用している様子の写真が効果的）。外国人の障がい者からの問い合わせ

への対応時にも有効であると考えられる。 

佐賀嬉野 

○バリアフリー対応に関しては国籍による大きな違いはなく、外国人の障

がい者といっても特別なバリアフリー対応は必要ない。 

○ただし、サイズに関しては、日本と諸外国で異なる点が多い。 
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沖縄 

○「オストメイト」や「UD シート」、「ベビーシート」等は、日本独自の

バリアフリー設備であり、外国人旅行者への認知度が低い。 

○米国には障がい者手帳がなく、障がいがあることを示すステッカーやプ

レートを車に掲示することで、優先駐車場等を使用することができる（掲

示していない場合は、障がい者であっても違法駐車として罰せられる）。

○日本よりも割引率は低いが、米国にも障がい者割引がある。ステッカー

等の提示や口頭で説明することで、割引を受けることができる。 

○沖縄県内の免税店は外国人旅行者の人気・知名度が高く、中国、台湾か

らの旅行者を中心に訪れる方が多い。 

○英語への翻訳にあたっては、ベビーカー等の和製英語に留意する。また、

直訳では言葉のニュアンスが伝わらない場合があるため注意が必要。 

例：交番は、直訳の「Police Box」よりも、「Police station」と訳した

方が米国の交番と近しい訳となる。 

○時間の表記は 24 時間ではなく、AM/PM 表記が望ましい（一般的）。 

○米国では、郵便番号のマークを「#」と表記する（「〒」ではない）。 

○日本では「ピクトグラム」という言葉が一般的に浸透しているが、外国

人旅行者にとっては、「サイン」「アイコン」という言葉の方が分かりや

すい。 

○米国の雑誌やパンフレットはシンプルなデザインが多いため、パンフレ

ットの表紙はシンプルかつエレガントなデザインが望ましい。 
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５.４ 各地のバリアフリーツアーセンターの WEB サイト等の作成 

５.２ で検討した各地域の実施内容に基づき、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）

への英語による情報発信ツールを作成した。 

 

５.４.１ WEB サイトの作成 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）への英語による情報発信ツールとして、対象５

地域において、各地域の取組みやバリアフリー観光情報等を発信する英語版の WEB サ

イトを作成した。 

各地域における WEB サイト作成状況について、①作成にあたってのポイントや工夫

した点、②WEB サイトの構成、③作成した WEB サイトの画面、④継続的な管理を含め

た今後の対応方針の４つの項目で整理した。 

 

（１）カムイ大雪バリアフリーツアーセンター 

カムイ大雪バリアフリーツアーセンターにおける英語版 WEB サイトの作成結果につ

いて、以下に示す。 

 

  ①作成にあたってのポイントや工夫 

◆「バリアフリー」、「車いす駐車場」等、日本語から英語に直訳できない言葉、複数の

表現がある言葉に関しては、本業務で作成したガイドライン（対訳表）に沿って翻訳

し、サイト内での表現を統一した。 

◆英語に翻訳すると、単語や文章が長くなってしまうため、サイドメニュー等が見えに

くくならないよう、WEB サイトのデザインを調整した。 

◆地域名の英語表記は、可能な限り公共機関や交通機関、旅行会社等の表記に統一した。

◆高速道路や鉄道の路線図は、作業量の軽減と情報の信頼性確保のため、北海道開発局、

JR 北海道の公式ホームページ（英語版）へのリンクとした。 

◆英語版ホームページがない団体等へのバナーリンクは非掲載とした。 

◆今後の更新しやすさを考慮し、各施設の説明や提供する情報は写真を中心とし、可能

な限り文章での説明を省略した。 
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  ②WEB サイトの構成と各ページの概要 

 

図表２７ カムイ大雪 BFTC の WEB サイトの概要 

 情報提供の内容 

①基本方針 

○WEB サイトの構成は、既存の日本語サイトと同様とした。 

○TOP ページにて、地域またはカテゴリにより検索し、検索結果か

ら個別の詳細情報を参照することが可能とした。 

○施設等の詳細情報として、施設名、住所、連絡先、地図等の基本

情報と、駐車場、段差、エレベーター等のバリアフリー情報を写

真を中心に掲載した。 

○TOP ページの下段に、動物園やガーデンショーといった期間限定

のイベント情報や、特にアピールしたい地域の観光情報等へのリ

ンクを掲載した。 

②URL http://www.kamui-daisetsu.org/barrierfree_test/public/?la=1 

③掲載施設数 

合計 97 施設 

⇒宿泊：23、観光：30、飲食：13、買物：10、スポーツ：5、

交通機関：3、多目的トイレ：13 

④
各
頁
の
構
成 

TOP ページ ・タイトル、サイドメニュー、検索画面、組織紹介、リンクバナー

サイドメニ

ュー 

・エリア／カテゴリ検索、アクセス、コンタクト、交通マップ 

※サイドメニューは全ページに共通 

検索結果 

ページ 
・エリア／カテゴリ検索の結果一覧を表示 

詳細ページ 
・検索結果から選択した施設の詳細情報（施設名、概要、マップ、

アクセス、公式サイト、バリアフリー情報）を表示 

バリアフリ

ー情報 
・施設入口、駐車場、トイレ等のバリアフリー情報を写真で表示 

アクセスペ

ージ 
・連絡先を掲載（電話、FAX、メール） 

問合せペー

ジ 
・連絡フォーム（必要事項を記入し送信） 

高速・空港 

マップ 
・国土交通省サイトへリンク 

JR マップ ・JR 北海道サイトへリンク 

リンク集 ・関連団体、施設・イベント等のバナーを掲載 
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図表２８ カムイ大雪 BFTC WEB サイトのサイトマップ 
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  ③作成した WEB サイトの画面 

 

 

図表２９ カムイ大雪 BFTC WEB サイト画面（TOP ページ） 
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図表３０ カムイ大雪 BFTC WEB サイト画面（ピクトグラムの説明） 
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図表３１ カムイ大雪 BFTC WEB サイト画面（ホテル情報の一例） 
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図表３２ カムイ大雪 BFTC WEB サイト画面（詳細情報の一例） 
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図表３３ カムイ大雪 BFTC WEB サイト画面 

（客室のバリアフリー情報の一例） 
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図表３４ カムイ大雪 BFTC WEB サイト画面（BFTC アクセスページ） 
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  ④継続的な管理を含めた今後の対応方針 

カムイ大雪バリアフリーツアーセンターにおける、作成した WEB サイトの継続的

な管理手法や外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対応するため増やしていきたい

コンテンツ等、今後の対応方針について検討した。 

 

図表３５ カムイ大雪 BFTC の継続的な管理を含めた今後の対応方針 

視点 対応方針 

①WEB サイトで発信 

するコンテンツの 

充実等について 

・BFTC にて保有している情報のうち、英語未対応の

情報を随時英訳し、追加掲載する。 

・施設等のバリアフリー情報だけでなく、地域の観光

情報の充実を図る。 

・「旭川の日常」を英語等の多言語で発信している団体

等の情報を本サイト内で紹介する。 

②WEB サイトの 

対応言語 

・まずは英語版 WEB サイトのさらなる充実を図るた

めに、英語での情報追加を優先して進める。 

・将来的には、露、中（簡体、繁体）、韓を候補とし、

対応可能な言語から随時作成していく。 

③WEB サイトの 

管理・運営方針 

・レンタルサーバを利用し、コンテンツは BFTC にて

管理・運営を行う。 

・データベースの管理はマニュアル化し、必要に応じ

てスタッフが随時データの追加・修正ができる環境

を構築する。 

・サイトの構成に関する資料・マニュアルを作成し、

スタッフ等が必要に応じて編集できるよう努める。

④その他 

・旭川観光コンベンション協会等が発信している情報

等との連携を推進する。 

・旭川市等の多言語化が未対応となっているページの

更新に合わせ、本サイトの情報も更新していく。 
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（２）伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンターにおける英語版 WEB サイトの作成結果につい

て、以下に示す。 

 

  ①作成にあたってのポイントや工夫 

◆「バリアフリー情報を伝えるのではなく、観光スポットの魅力を伝える」ことを優先

した。 

◆上記の考え方に基づき、初めに地域の魅力を伝え、その一部としてバリアフリー情報

を提供することとした。 

◆WEB サイト内の文章は、日本語の文章を単純に直訳するのではなく、楽しさや魅力

が伝わる翻訳となるよう、翻訳の専門家、ネイティブ外国人、英語を話すことができ

るスタッフの３者の視点から、自然な英語になるよう留意した。 
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  ②WEB サイトの構成と各ページの概要 

 

図表３６ 伊勢志摩 BFTC の WEB サイトの概要 

 情報提供の内容 

①基本方針 

○WEB サイトの管理システムを作成し、スタッフが誰でも更新でき

る仕組みを構築した。 

○TOP ページにて地域の魅力を前面に打ち出すなど、本ページへの

滞在時間を出来るだけ長くできるよう、県内の魅力ある観光施設

等の写真を掲載した。 

○TOP ページから観光施設および宿泊施設、サポートサービス等の

ページにジャンプすることができる構成とする。 

○電話だけでなくメールでの問い合わせが可能となるように、「問い

合わせフォーム」は、可能な限り具体な情報を確認する質問形式

を採用した。 

②URL http://accessible-iseshima.jp/index.html 

③掲載施設数 

合計 60 施設 

⇒宿泊：40、観光：20 

※その他、季節のイベント（17 箇所）、交通アクセス（5 ルート）、

サービス（16 団体） 

④
各
頁
の
構
成 

TOP ページ ・地域の紹介、各ページへのリンク 

宿泊施設 ・地域内のホテル、旅館等 45 施設の詳細な情報を掲載 

観光施設・ 

スポット 

・伊勢神宮をはじめとする、地域内の名所、観光施設等 20 施設の

詳細な情報を掲載 

季節・ 

イベント等 

・地域の魅力の一つとして、花火大会、花見スポット、各地の名産

品（松坂牛・真珠等）の情報を掲載 

交通 
・飛行機（セントレア／関空）、鉄道（名古屋／大阪／京都）でのア

クセス情報を掲載 

サービス 
・地域内で提供している、車いすレンタル、入浴ヘルパー、その他

貸し出しサービスの情報を掲載 

問い合わせ

フォーム 
・BFTC への問い合わせフォーム（質問形式で具体な情報を入力）
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図表３７ 伊勢志摩 BFTC WEB サイトのサイトマップ 

 

 

  

登録

検索

メインメニュー

絞り込み条件

検索結果
一覧

詳細情報

メインメニュー

インバウンド

観光施設

物販

鉄道

駐車場

飲食店

宿泊施設

EXELで入力している項目
をWebで実装

翻訳データ

詳細ページ

詳細ページ

絞り込み

絞り込み

宿泊

観光

季節のイベント

情報・サービス

交通・アクセス

問い合わせ

TOP

バリアフリー情報
データベース

BFTC

ID制限

インバウンドWebサイト

（静）

（静）

（静）
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［参考］問い合わせフォーム画面（１／３） 

 

図表３８ 問い合わせフォーム画面（基本情報）  



 ６４

［参考］問い合わせフォーム画面（２／３） 

 

図表３９ 問い合わせフォーム画面（客室）  
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［参考］問い合わせフォーム画面（３／３） 

 

図表４０ 問い合わせフォーム画面（貸出備品・サービス対応） 
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  ③作成した WEB サイトの画面 

 

 

図表４１ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面（TOP ページ） 
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図表４２ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面（宿泊情報の一例）① 
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図表４３ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面（宿泊情報の一例）② 
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図表４５ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面 

（観光・宿泊情報の一例） 
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図表４６ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面（観光スポットの一例） 
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図表４７ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面 

（季節・イベント等の一例）① 
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図表４８ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面 

（季節・イベント等の一例）②  
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図表４９ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面 

（交通アクセス情報のページ）  
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図表５０ 伊勢志摩 BFTC WEB サイト画面 

（バリアフリーサービス情報の一例）  
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  ④継続的な管理を含めた今後の対応方針 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンターにおける、作成した WEB サイトの継続的な

管理手法や外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対応するため増やしていきたいコ

ンテンツ等、今後の対応方針について検討した。 

 

図表５１ 伊勢志摩 BFTC の継続的な管理を含めた今後の対応方針 

視点 対応方針 

①WEB サイトで発信 

するコンテンツの 

充実等について 

・外国人観光客のニーズにあった、宿泊、観光情報の

追加を随時行う。 

・三重県の観光の魅力発信を充実。 

②WEB サイトの 

対応言語 

・2020 東京オリンピック・パラリンピックに向けて、

中国語／韓国語など多言語化を進める。 

③WEB サイトの 

管理・運営方針 

・管理・運営は、今後も「伊勢志摩バリアフリーツア

ーセンター」が行う。 

・宿泊施設、観光施設へは定期的に変更がないかどう

か、問い合わせ、確認を行う。 

・サイトは管理画面によって、スタッフ誰もが入力で

きるシステムになっているため、更新と修正はスム

ーズにできる。 

④その他 

・今後、情報のデータベース化も行うため、多言語化

も翻訳さえできれば、スムーズにホームページを作

成することができる。 

・データベース化により、迅速に情報を取り出すこと

ができる。 
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（３）松江/山陰バリアフリーツアーセンター 

松江/山陰バリアフリーツアーセンターにおける英語版 WEB サイトの作成結果につ

いて、以下に示す。 

 

  ①作成にあたってのポイントや工夫 

◆ウェブアクセシビリティに十分配慮したサイトを構築した。 

◆スマートフォン、タブレットでも見やすいサイトを構築した。 

 

  ②WEB サイトの構成と各ページの概要 

 

図表５２ 松江/山陰 BFTC の WEB サイトの概要（１/２） 

 情報提供の内容 

①基本方針 

○島根県・鳥取県（山陰）の主要な観光スポット、宿泊施設、交通

機関のバリアフリー情報を紹介した。 

○両県のバリアフリー観光モデルコースを紹介した。 

○既存のバリアフリーまち歩きバリアフリー情報誌「てくてく山陰」

を英語化し、PDF 形式にてダウンロードが可能となるよう掲載し

た。 

○「島根パーフェクトマップ」の情報を英語化し、デイジーデータ※

に変換した上で、ダウンロードが可能となるよう掲載した。 

②URL http://accessible-travel-san-in.com/ 

③掲載施設数 

合計 46 施設 

⇒宿泊：8、観光：29、交通機関：9 

※その他、バリアフリー観光モデルコース（7 コース） 

※デイジーデータの概要は、P.143 参照 
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図表５３ 松江/山陰 BFTC の WEB サイトの概要（２/２） 

 情報提供の内容 

④
各
頁
の
構
成 

TOP ページ 
・タイトル、趣旨、イメージ写真、メニュー、トピックス、 

問い合わせ 等 

観光施設 

・島根県、鳥取県内の主な観光施設 30 施設の魅力、ポイント、バ

リアフリーの状況を概要として紹介 

・リスト化したバリアフリー情報 

・車いす使用者による現地視察の写真、コメント 

・当該施設の位置をプロットしたグーグルマップ 

宿泊施設 

・島根県、鳥取県内の主な観光施設５施設の魅力、ポイント、バリ

アフリーの状況を概要として紹介 

・リスト化したバリアフリー情報 

・車いす使用者による現地視察の写真、コメント 

・当該施設の位置をプロットしたグーグルマップ 

交通機関 

・島根県、鳥取県内の主な交通機関（鉄道、バス、港）1０施設の

バリアフリーの状況を概要として紹介 

・リスト化したバリアフリー情報 

・車いす使用者による現地視察の写真、コメント 

・当該施設の位置をプロットしたグーグルマップ 

観光モデル

コース 

・島根～鳥取、島根～広島をめぐる２泊３日の観光モデルコースを

４コース紹介（コース内のみどころ、バリアフリー情報） 

デイジー情

報 

・視覚障がい者向けに、島根県観光連盟が発行する Complete 

Guidemap to SHIMANE のデイジー※情報を紹介 

島根バリア

フリー観光

マガジン 

・島根県観光振興課が発行するバリアフリーまち歩き情報誌「てく

てく日和 まるごと島根」の英語訳版を掲載（ダウンロード対応）

※デイジーデータの概要は、P.143 参照 
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図表５４ 松江/山陰 BFTC WEB サイトのサイトマップ 

 

 

 

トップページ
TOP

観光施設
Discover

宿泊施設
Accommodation

交通機関
Traffic

観光モデルコース
Model Course

松江
コンテンツ P.7

出雲
コンテンツ P.5

雲南
コンテンツ P.2

安来
コンテンツ P.2

小田
コンテンツ P.4

松田
コンテンツ P.2

浜田
コンテンツ P.1

津和野
コンテンツ P.4

隠岐
コンテンツ P.4

鳥取
コンテンツ P.4

松江
コンテンツ P.3

出雲
コンテンツ P.2

鳥取
コンテンツ P.3

松江
コンテンツ P.3

出雲
コンテンツ P.2

松田
コンテンツ P.1

鳥取
コンテンツ P.2

モデルコース
コンテンツ P.7

サイトマップ
Site map

デイジー情報
Daisy page

島根バリアフリー
観光マガジン
Pdf Accessible 
Travel Magazine
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  ③作成した WEB サイトの画面 

 

 

図表５５ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（TOP 画面） 

  



 ８１

 

図表５６ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（観光情報のページ） 
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図表５７ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（観光情報の一例）① 
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図表５８ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（観光情報の一例）② 
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図表５９ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（宿泊情報のページ） 
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図表６０ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（宿泊情報の一例）① 
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図表６１ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（宿泊情報の一例）② 
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図表６２ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（交通情報のページ） 
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図表６３ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（交通情報の一例）① 
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図表６４ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（交通情報の一例）② 
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図表６５ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面（モデルコースのページ） 
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図表６６ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（モデルコースの一例） 
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図表６７ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面 

（モデルコースの一例）  
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図表６８ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面（デイジー情報のページ） 
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図表６９ 松江/山陰 BFTC WEB サイト画面（サイトマップのページ） 
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  ④継続的な管理を含めた今後の対応方針 

松江/山陰バリアフリーツアーセンターにおける、作成した WEB サイトの継続的な

管理手法や外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対応するため増やしていきたいコ

ンテンツ等、今後の対応方針について検討した。 

 

図表７０ 松江/山陰 BFTC の継続的な管理を含めた今後の対応方針 

視点 対応方針 

①WEB サイトで発信 

するコンテンツの 

充実等について 

・島根県、鳥取県、松江市等と連携し、外国人観光客

のニーズにあった観光コンテンツの充実を図る。 

②WEB サイトの 

対応言語 

・島根県、鳥取県、松江市等と連携し、英語以外の多

言語（中国語、韓国語等）の充実を目指す。 

③WEB サイトの 

管理・運営方針 

・施設の改修やサービスの変更などに対しては、臨機

応変に情報の修正を行っていく。 
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（４）佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター 

佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターにおける英語版 WEB サイトの作成結果につい

て、以下に示す。 

 

  ①作成にあたってのポイントや工夫 

◆バリアフリー情報のみを整理して発信するのではなく、閲覧者に地域の魅力をストレ

ートに伝えることができる内容を目指した。 

 

  ②WEB サイトの構成と各ページの概要 

 

図表７１ 佐賀嬉野 BFTC の WEB サイトの概要 

 情報提供の内容 

①基本方針 

○外国人旅行者が嬉野に行きたいと感じるよう、バリアフリー観光

情報さけでなく、温泉や名産物等の情報を掲載した。 

○嬉野を基点としたバリアフリー観光モデルコースを紹介した。 

②URL http://www.uresino.net/english/ 

③掲載施設数 

合計 27 施設 

⇒宿泊：25、スポーツ施設：2 

※その他、5 つの観光エリアにある観光施設、飲食施設、買い物施

設を掲載 

④
各
頁
の
構
成 

TOP ページ 

・タイトル、メニュー画面、嬉野市の概要、マップ、 

・関連リンク（Wi-Fi・佐賀トリップジーニアス・嬉野温泉観光協

会・トリップアドバイザー） 

アクセシブル

トラベル 
・車いす使用者による嬉野温泉街歩きの様子 

嬉野市につい

て 

・3 種類の目的別マップの表示 

（旅館・ランチ＆カフェ・バリアポイント） 

・特産品や食の紹介 

・嬉野温泉の特徴および温泉のマナー 

モデルプラン ・嬉野を起点とした周遊観光モデルプラン 

アクセス ・空港および駅からのアクセス 

周遊観光 ・嬉野市を拠点とした周遊観光地および施設の紹介およびリンク 

旅館・ホテル ・宿泊施設の紹介 

FAQ 
・よくある疑問 

・バリアフリーツアーセンターの情報、英語対応についての情報 

 

  



 

 

 

 

 

図図表７２ 佐佐賀嬉野 BF

９７

FTC WEB ササイトのサイトマッププ 
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  ③作成した WEB サイトの画面 

図表７３ 佐賀嬉野 BFTC WEB サイト画面（TOP ページ） 
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図表７４ 佐賀嬉野 BFTC WEB サイト画面（嬉野市情報ページ） 

  



 １００

 

図表７５ 佐賀嬉野 BFTC WEB サイト画面（交通情報ページ） 

 

  



 １０１

 

図表７６ 佐賀嬉野 BFTC WEB サイト画面（観光情報ページの一例） 
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図表７７ 佐賀嬉野 BFTC WEB サイト画面（宿泊情報ページ） 
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図表７８ 佐賀嬉野 BFTC WEB サイト画面（問い合わせページ） 
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  ④継続的な管理を含めた今後の対応方針 

佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターにおける、作成した WEB サイトの継続的な

管理手法や外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対応するため増やしていきたいコ

ンテンツ等、今後の対応方針について検討した。 

 

図表７９ 佐賀嬉野 BFTC の継続的な管理を含めた今後の対応方針 

視点 対応方針 

①WEB サイトで発信 

するコンテンツの 

充実等について 

・外国人観光客のニーズにあった観光コンテンツ、モ

デルプランの充実を図る。 

②WEB サイトの 

対応言語 

・韓国語、中国語、タイ語など、嬉野を訪れる外国人

旅行者の特性を踏まえた多言語対応を目指す。 

③WEB サイトの 

管理・運営方針 

・管理・運営は、今後も「佐賀嬉野バリアフリーツア

ーセンター」が行う。 

・施設の変更等の対応に関しては、日本語サイトとあ

わせて適宜確認、更新等を行う。 
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（５）那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所 

那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所における英語版 WEB サイトの作成結

果について、以下に示す。 

 

  ①作成にあたってのポイントや工夫 

◆トップページのデザインは、沖縄のイメージを喚起させるものを採用した。 

◆沖縄を知らない外国人旅行者に向け、沖縄の歴史・文化を詳しく紹介した解説を掲載

した（日本語の WEB サイトには掲載していない内容）。 

◆台風情報や医療情報等、緊急時に役立つ情報を提供した。 

◆沖縄で人気が高いマリンレジャー時の留意点やハブへの注意などといった、地域特有

の注意喚起に関する情報を掲載した。 

◆スポーツ合宿の誘致を目指し、スポーツ施設のバリアフリー情報を掲載した。 
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  ②WEB サイトの構成と各ページの概要 

 

図表８０ 那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所の WEB サイトの概要 

 情報提供の内容 

①基本方針 

○沖縄 BFTC の紹介、沖縄の歴史・文化の解説、バリアフリー情報

（宿泊施設、観光施設等）、交通情報、緊急情報、スポーツ施設情

報等を紹介した。 

○県内のバリアフリー観光冊子「そらくる」を英語化し、PDF 形式

にてダウンロードが可能になるよう掲載した。 

②URL http://barifuri-okinawa.org/bfn/accessible_okinawa/ 

③掲載施設数 

合計 589 施設 

⇒宿泊：117、観光：135、飲食：122、買物：198、 

スポーツ：17 

④
各
頁
の
構
成 

TOP ページ ・タイトル、メニュー画面、気象庁へのリンク、新着情報 

沖縄の歴史 

・文化 

・アジア諸国との交流の中で育まれた歴史や文化の紹介 

［歴史］琉球王朝時代、戦前、戦後 等 

［文化］チャンプルー文化、工芸文化、芸能文化、食文化 等 

観光案内所 

の紹介 

・「しょうがい者・こうれい者観光案内所」の紹介 

- 観光案内所の説明（写真、地図 等） 

- サービス内容（観光案内、各種レンタルサービス、一時預かり

保育 等） 

- 問い合わせ・注意事項（予約方法、連絡先、支払方法 等） 

- そらポート号の利用について（サービス内容の紹介） 

- 目・耳の不自由な方へ 

- 補助犬トイレ（写真、地図 等） 

- 資料のダウンロードページ（そらくる沖縄英語版 等） 

表彰 ・バリアフリーに関するこれまでの表彰履歴 

問い合わせ ・連絡先を掲載（電話、FAX、メール） 

緊急情報・ 

医療施設 

・緊急時の対応に必要な情報を掲載 

- 多言語コールセンター（連絡先、営業時間 等） 

- 沖縄観光安心安全ガイド（ハブ対策、紫外線、津波情報 等）

- 台風対策マニュアル（特に航空機欠航時の対応 等） 

- 沖縄災害情報伝達システム 

- 救急病院連絡先、英語対応の病院紹介 

- 大使館の情報（パスポート紛失時の対応 等） 

多言語対応 

ATM・Wi-Fi 
・ATM および Wi-Fi スポットに関する情報を掲載（地図 等） 

運動施設 ・沖縄県内の運動施設一覧を掲載 

バリアフリ

ー施設 
・施設のバリアフリー情報を検索可能なフォーム 
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図表８１ 那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所の WEB サイトのサイトマップ 

 

歴史

しょうがい者・こうれい者
観光案内所

バリアフリー施設検索

活動表彰

お問い合わせ・予約フォーム

運動施設一覧

多言語対応ATM・
Wi-Fi

緊急情報・医療施設

トップページ

○アジア諸国との交流の中で育まれた歴史
○文化
チャンプルー文化／工芸文化／芸能文化／
食文化／文化イベント

○しょうがい者・こうれい者観光案内所の説明
○サービス内容
○サービス予約・問い合わせ・注意事項
○そらポート号の利用について
○補助犬トイレ
○デイジーによるバス路線検索
○そらくる沖縄英語版のダウンロード

○言葉が通じないとき
○沖縄観光する際に気をつけること
○台風の際
○沖縄災害情報
○救急病院
○英語対応の病院紹介
○大使館情報の掲載

○ATM・両替情報
○Wi-Fiスポット

○メニュー画面
○天気予報のリンク（気象庁）
○新着情報



 

  ③作成

図表８２ 

成した WEB サ

那覇空港

サイトの画

港しょうがい

面 

い者・こう

１０８

れい者観光光案内所 WEEB サイト画画面（TOP ペ

 

ページ）



 

図図表８３ 那那覇空港し

（沖

ょうがい者

縄の歴史・

１０９

者・こうれ

・文化ペー

い者観光案

ジの一例）

案内所 WEB サ

①

サイト画面

 

面 

 



 

図図表８４ 那那覇空港し

（沖

ょうがい者

縄の歴史・

１１０

者・こうれ

・文化ペー

い者観光案

ジの一例）

案内所 WEB サ

②

サイト画面

 

面 

 



 

図図表８５ 那那覇空港しょうがい者

（観光

１１１

者・こうれ

案内所の一

い者観光案

一例）

案内所 WEB ササイト画面

 

面 

 



 

図図表８６ 那那覇空港しょうがい者

（表

１１２

者・こうれ

表彰ページ

い者観光案

）

案内所 WEB サ

 

サイト画面

 

面 



 

図図表８７ 那那覇空港しょうがい者

（問い

１１３

者・こうれ

合わせペー

い者観光案

ージ） 

案内所 WEB ササイト画面

 

面 



 

図図表８８ 那那覇空港しょうがい者
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図図表９２ 那那覇空港し

（施設の

ょうがい者

バリアフリ

１１８

者・こうれ

リー情報の

い者観光案

検索結果ペ

案内所 WEB サ

ページ）

 

サイト画面面 

 



 

図
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図表９４ 那那覇空港し
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  ④継続的な管理を含めた今後の対応方針 

那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所における、作成した WEB サイトの

継続的な管理手法や外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対応するため増やしてい

きたいコンテンツ等、今後の対応方針について検討した。 

 

図表９５ 那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所の 

継続的な管理を含めた今後の対応方針 

視点 対応方針 

①WEB サイトで発信 

するコンテンツの 

充実等について 

・外国人観光客のニーズにあった沖縄らしいバリアフ

リー観光コンテンツを随時充実させる。 

②WEB サイトの 

対応言語 

・沖縄県への国際便の直行便が運航している中国、台

湾、韓国からの旅行者向けに、今後、中国語（繁体

字・簡体字）、韓国語への対応を図る。 

③WEB サイトの 

管理・運営方針 

・本事業において作成した英語版の WEB サイトは、

今後も継続して NPO 法人バリアフリーネットワー

ク会議にて管理・運営を実施する。 
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５.４.２ 紙媒体の作成 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）を対象とした、英語版 WEB サイト以外の情報

提供媒体として、対象５地域のうち、「松江/山陰バリアフリーツアーセンター」、「那覇

空港しょうがい者・こうれい者観光案内所」の２地域において、英語での情報提供が可

能な紙媒体（冊子）を作成した。 

紙媒体（冊子）の作成にあたっては、２地域とも既存の観光案内冊子を活用し、英語

版の情報提供ツールの作成を行った。 

 

（１）松江/山陰バリアフリーツアーセンター 

松江/山陰バリアフリーツアーセンターが発行している、島根県のバリアフリーまち

歩き情報誌「てくてく日和まるごと島根」を活用し、英語版の紙媒体（冊子）を作成し

た。情報提供ツールの作成結果を以下に示す。 

 

  ①紙媒体（冊子）の構成と概要 

「てくてく日和まるごと島根」をもとに、計 28 ページの冊子を作成した。 

 

図表９６ 紙媒体（冊子）の構成と掲載内容 

構成 情報提供の内容 頁数 

表紙 ・タイトル - 

目次 ・エリアマップ（鉄道路線、観光施設、ランドマーク 等） 1-2 

地域の情報 

・エリアごとに分け、バリアフリー観光情報を掲載 

⇒観光バリアフリーマップ、主要な観光施設や立寄り施設等

の紹介（写真付き）、宿泊施設のバリアフリー情報 等 

【掲載エリア】 計６エリア ※各４ページ 

松江／出雲／安来・奥出雲・雲南・飯南／大田・邑智／ 

江津・浜田・益田・津和野／隠岐 

3-26

裏表紙 
・交通機関のバリアフリー情報を掲載 

（飛行機、鉄道、船、バス＆介護タクシー） 
- 

 

次頁以降に、作成した英語版の紙媒体（冊子）を示す。 
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  ②作成した紙媒体（冊子） 

  

図表９７ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（表紙・裏表紙） 

 

 

図表９８ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（目次） 
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図表９９ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報①） 

 

 

図表１００ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報②） 
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図表１０１ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報③） 

 

 

図表１０２ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報④） 
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図表１０３ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑤） 

 

 

図表１０４ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑥） 
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図表１０５ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑦） 

 

 

図表１０６ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑧） 
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図表１０７ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑨） 

 

 

図表１０８ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑩） 
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図表１０９ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑪） 

 

 

図表１１０ 作成した紙媒体【Tekuteku Biyori】（地域の情報⑫） 
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（２）那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所 

那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所では、沖縄県のバリアフリー観光ガイ

ド「そらくる沖縄」を活用し、英語版の紙媒体（冊子）を作成した。情報提供ツールの

作成結果を以下に示す。 

 

  ①紙媒体（冊子）の構成と概要 

「そらくる沖縄」を活用し、計 44 ページの冊子を作成した。 

作成した紙媒体（冊子）は、今後、WEB サイトにてダウンロードが可能となるよう

掲載するとともに、県内の観光情報の発信を実施している以下の施設等に常設し、周知

を図る。 

・空港内観光案内所カウンター 

・県内各観光協会窓口、沖縄観光コンベンションビューロー 

・県内宿泊施設、観光施設 

・自治体窓口 

・社会福祉協議会、障がい者および高齢者施設・団体 等 
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図表１１１ 紙媒体（冊子）の構成と掲載内容 

構成 情報提供の内容 頁数 

表紙 ・タイトル - 

バリアフリー 

観光情報 

・沖縄の歴史や文化、挨拶 1-3 

・沖縄の位置情報、地理情報、目次 4-5 

・「Accessible Okinawa（観光案内所）」の紹介 

⇒サービス内容、所在地、連絡先 等 

・県内のエリアごとの医療機関の紹介 

6-9 

・各種交通機関の情報を紹介 

⇒高速道路、ゆいレール、離島船舶、福祉レンタカー、福

祉バス 

10-13

・県内主要空港の情報（フロアマップ）を掲載 

⇒那覇空港（国内線・国際線）、宮古空港、石垣空港 
14-17

・沖縄本島および離島の全体地図、凡例（アイコン表） 18-19

沖縄本島 

・宿泊施設一覧（所在地、連絡先）：37 施設 20-21

・主要な商業施設のバリアフリー情報：10 施設 

・免税店一覧（所在地、連絡先）：55 施設 
22-25

・観光施設のバリアフリー情報：10 施設 

・世界遺産のバリアフリー情報：9 施設 

・主要な観光施設のバリアフリー情報：13 施設 

美ら海水族館／那覇市伝統工芸館／国立劇場おきなわ／ 

道の駅／T ギャラリア沖縄／イオンモール沖縄ライカム 

・国際通りのスロープのある店舗マップ：34 施設 

26-35

離島 

・宮古島観光バリアフリーマップ 

・石垣島観光バリアフリーマップ 

・久米島観光バリアフリーマップ 

・沖縄県内のビーチ情報（所在地、バリアフリー対応状況 等） 

36-41

裏表紙 ・「Accessible Okinawa」の連絡先 - 

 

次頁以降に、作成した英語版の紙媒体（冊子）を示す。 

 



 １３２

  ②作成した紙媒体（冊子） 

 

図表１１２ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（表紙・裏表紙） 

 

 

図表１１３ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報①） 
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図表１１４ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報②） 

 

 

図表１１５ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報③） 
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図表１１６ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報④） 

 

 

図表１１７ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報⑤） 
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図表１１８ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報⑥） 

 

 

図表１１９ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報⑦） 
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図表１２０ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報⑧） 

 

 

図表１２１ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報⑨） 

 



 １３７

 

図表１２２ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（バリアフリー観光情報⑩） 

 

 

図表１２３ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島①） 
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図表１２４ 作作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島②） 

 

 

図表１２５ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島③） 
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図表１２６ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島④） 

 

 

図表１２７ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島⑤） 
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図表１２８ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島⑥） 

 

 

図表１２９ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島⑦） 

 



 １４１

 

図表１３０ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（沖縄本島⑧） 

 

 

図表１３１ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（離島①） 
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図表１３２ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（離島②） 

 

 

図表１３３ 作成した紙媒体【ACCESSIBLE OKINAWA】（離島③） 
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５.４.３ デイジーデータの作成 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）を対象とした、英語版 WEB サイト以外の情報

提供媒体として、松江/山陰バリアフリーツアーセンターの協力のもと、外国人視覚障

がい者向け観光情報の音声データ（デイジーデータ）を作成した。 

 

（１）デイジーデータの概要 

視覚障がい者向けの音声による情報提供手段として用いられ、国際的に活用されてい

るデイジーデータの概要を以下に整理した。 

国際標準規格のシステムであり、外国人視覚障がい者への情報提供手段の一つとして、

効果的であると考えられる。 

 

【デイジーデータの概要】 

 

○DAISY（デイジー）は、視覚障がい者や印刷された図書などを読むのが困難な方の

ために開発された電子図書の国際的な規格である。 

 

○録音図書の国際標準規格として、50 カ国以上の会員団体で構成するデイジーコンソ

ーシアムにより開発と維持が行なわれている。 

※「Digital Accessible Information System（アクセシブルなデジタル情報システ

ム）」の頭文字をとり、DAISY（デイジー）と呼ばれている。 

 

○DAISY の録音図書には、文字、図・写真とともに音声のデータが含まれ、専用の再

生ソフトを活用し、録音図書の内容が音声で読み上げられるシステムであり、以下の

特徴を有している。 

✓ 目次から読みたい章や節、任意のページに飛ぶことができる 

✓ MP3 などの最新の圧縮技術で１枚の CD に 50 時間以上も収録が可能 

（長時間の再生が可能） 

✓音声にテキスト、画像をシンクロ（同期）させることができる 

 

○デイジーは視覚障がい者をはじめ、以下の方に有効なシステ

ムとされており、世界中で活用されている。 

１．視覚障がいのある方 

２．本を持って読むのが困難な肢体に障がいのある方 

３．印刷された文章を読むことが難しい読字障がい 

（ディスレクシア）のある方 

４．知的障がいの方 

 

［参考］DAISY 研究センターHP、働く障がい者団体協議会 HP、日本盲人連合 HP

 

 

デイジープレイヤーの一例 
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（２）外国人視覚障がい者向け観光情報の作成 

外国人視覚障がい者向けのデイジーデータ作成にあたっては、公益財団法人 島根県

観光連盟の協力を得て、連盟が発行する英語版の観光ガイドマップ「Complete 

Guidemap to SHIMANE」の文章を活用した。 

 

今後は、作成したデイジーデータを WEB サイトに掲載し広く配信していくとともに、

島根県観光連盟が運営する「しまね観光ナビ」や、鳥取県観光連盟「鳥取県観光案内」、

プロジェクトゆうあいが運営する「てくてく山陰」等、各種関連ホームページからのリ

ンクを作成し、ダウンロードしやすい環境整備を図る。 

 

デイジーデータとして作成した、外国人視覚障がい者向けの観光情報を以下に示す。 

 

【デイジーデータを作成した原文の一例】 

◆Matsue Castle 
 
Matsue Castle was built over a five year period, from 1607 to 1611, by Yoshihar 

Horio, founder of Matsue City. 

It is one of the last remaining original feudal castles in Japan, and is the only castle 

left in the San-in region. Visitors come to enjoy the panoramic view from the top floor, 

as well as the beautiful camellia and cherry blossoms that fill the castle grounds during 

spring. 

Image: 

A black and white castle with the six-story donjon. 
 
＜Visitors Information＞ 

Access 

10 minutes by bus from JR Matsue Station 

5 minutes walk from the Shimane Prefectural Hall. 

Admission 

560 en. 

International Visitors 50% OFF. 

Open 365 days a year. 

Telephone number 

zero eight five two, two one, four zero three zero. 
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◆Horeekawa Sightseeing Boat 
 
On this pleasure cruise through the canals around Matsue castle, passengers will 

travel under 16 distinctly styled bridges, some low enough that the boat's awning must 

be lowered. In the winter, kotatsoo heaters are placed on the boat, and passengers can 

literally experience the warmth of Japanese tradition. 

Images: 
The boat passes inner moat of Matsue Castle, and under a bridge. 
 
＜Visitors Information＞ 

Fare 

1,230 en 

International Visitors 33% OFF. 

Hours 

- From March 1st to June 30th, 9:00 am and 5:00 pm. 

- From July 1st to August 31st, 9:00 am and 6:00 pm. 

- From September 1st to October 10th, 9:00 am and 5:00 pm. 

- From October 11th to November 30th, 9:00 am and 4:00 pm. 

- From December 1st to the end of February, 9:00 am and 4:00 pm. 

Board from 

Horeekawa Hoo-reh-eye Hiroba at Koo-roda-cho, 

Carla-koro Hiroba at Kyo-miseh, 

and O-teh-ma-eh Hiroba at Tonomachi. 

Seating 

10 or 12 passengers. 

Duration 

50 minutes. 

Telephone number 

zero eight five two, two seven, zero four one seven. 

 

◆Matsue Lake Line Sightseeing Bus 
 
Take a 70 minutes tour of Matsue's most famous tourist attractions in this vintage 

bus, and receive discount Admission fee is coupons with the purchase of a one-day 

pass. Buses depart every 20 to 30 minutes.  

Image:  
A bright red retro-styled bus  
 
＜Price＞ 

Single-use ticket: 200 en,  

One-day pass: 500 en.  
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◆Lake Shinji 
 
Shemane's sightseeing symbol, Lake Shinji, is the seventh largest lake in Japan and 

has a circumference of 45 kilometers. The brackish water supports an abundance of 

aquatic life, including sea bass and sheejimi claims, which are among the seven 

delicacies of Lake Shinji. 

The little sheejimi boats that dot the lake in the early morning paint a poetic picture, 

and the image of the sun sinking behind the tiny island of Yomegashima is not to be 

missed. Sunsets are best enjoyed on board a pleasure cruise or from the grounds of the 

Shemane Art Museum. 

Images: 

Sunset behind Yomegashima, and a sightseeing boat on Lake Shinji 
 
＜Sightseeing Boat "Hakuchoh"＞ 

Admission 

1,450 en. 

Hours 

from 9:30 am to 5:00 pm. 

International Visitors 30% OFF. 

Group reservations required during winter. 

Board from 

Two locations near JR Matsue Station. 

 

◆Iche-bata Railway 
 
Running along the northern shore of Lake Shinji, the Iche-bata Railway connects 

Matsue and Ezumo cities with convenient access to Ezumo Taisha. The train also 

serves Matsue Four-guel Park.  

Image:  
A blue and white train. 
 
＜Fares＞ 

Adult, one-way:  

Revised April 2014.  

- From Matsue Shin-jiko Onsen to Ezumo Taisha-ma-eh: 810 en.  

- From Matsue Shin-jiko Onsen to Dentets Ezumo-shee: 690 en.  

- From Dentets Ezumo-she to Ezumo Taisha-ma-eh: 490 en. 
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◆Shemane Art Museum 
 
Located on the eastern shore of Lake Shinji, the Shemane Art Museum is famous for 

its beautiful sunsets. The museum stays open an extra half-hour past sundown from 

March through September so visitors can enjoy the setting sun.  

Come see both the standard and special exhibitions, which change periodically 

throughout the year.  

Images:  

Sunset view from the Shemane Art Museum, and twelve bronze rabbits appear to be 

running toward the lakeshore. 
 
＜Visitors Information＞ 

Access  

Take the Lake Line Bus to Prefectural Art Museum Bus Stop,  

Or 15 minutes walk from JR Matsue Station.  

Admission  

Special Exhibition: 1000 en, International Visitors 50% OFF,  

Standard Exhibition: 300 en,  

Closed Every Tuesday, and from December 28th to January 1st.  

Telephone number  

zero eight five two, five five, four seven zero zero. 

 

◆Hinomi-saki Lighthouse 
 
On the westernmost tip of the Shemane Peninsula located in the midst of a Black 

Tailed Gull breeding ground, the Hinomisaki Lighthouse is the tallest lighthouse in East 

Asia, 43-point-six-five-meter-high. The view from the observatory is unparalleled, and 

the lighthouse is considered among the top 100 historic lighthouses in the world.  

Image:  
A white lighthouse on the cliff. 
 
＜Visitors Information＞ 

Admission  

200 en. 

 

◆Hinomi-saki Shrine 
 
Hinomi-saki Shrine has been designated as one of Japan's Important Cultural Assets, 

appearing in the Ancient Chronicles of Ezumo. Within its grounds stands Carlakooni 

Shrine, which helps illustrate the important relationship that existed between Korea and 

ancient Ezumo.  

Image:  
A bright red gate, and the tablet of Carlakooni Shrine.  
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◆Matsue History Museum 
 
The museum showcases the history and culture of the 400-year old castle town of 

Matsue.  

Inside the museum’s cafe, one can enjoy original Japanese confectionary and green 

tea with a view over a traditional Japanese garden.  

Images:  

Pine tree at the entrance, and wah-gashee or original Japanese confectionaries 

 

＜Visitors Information＞ 
Access  

Two kilometers from JR Matsue Station.  

Three minutes walk from Otema-eh car park.  

13 minutes from JR Matsue Station on the Lake Line Bus.  

Get off at Otema-eh Horikawa Sightseeing Boat Boarding Point bus stop, then 3 

minutes walk.  

Admission  

Standard Exhibition: 510 en,  

International Visitors 50% OFF.  

Closed 3rd Thursday of every month.  

Telephone number  

zero eight five two, three two, one six zero seven. 

 

◆Yasgui-booshi Performance Hall 
 
Known throughout Japan, the famous Yasgui-booshi is performed here four times a 

day.  

Images:  
The building, and a performance of dojo-sukui dance.  
 
＜Visitors Information＞ 

Admission  

600 en  

International Visitors 50% OFF. 

 

 

  



 １４９

◆Ezumo Taisha Grand Shrine 
 
Dedicated to the Shinto god of marrige, Okuni-nooshi-no-Okami, Ezumo Taisha is 

one of the oldest and most venerated shrines in Japan. The inner shrine is constructed 

in the Taisha-zukuri style, Japan's oldest form of shrine architechture, and has been 

designated as a National Treasure.  

Each year during the 10th month of the Lunar Calender the gods from throughout 

Japan congregate at Ezumo Taisha for their annual meeting. Only in Ezumo is this 

month known as, The Month With Gods.  

The she-menawa, or sacred rope, that hangs at the shrine is the largest in Japan, 

weighing an impressive 5 tons.  

Image:  

The inner shrine, the front shrine, and a giant she-menawa.  

 

＜Visitors Information＞ 
Access  

5 minutes walk from Ichi-bata Railway's Ezumo Taisha-ma-eh Station.  

Admission  

free.  

Open 365 days a year.  

Telephone number  

Zero eight five three, five three, three one zero zero. 

 

◆Adachi Museum of Art 
 
The Adachi Museum of Art is renowned for how it seamlessly weaves together 

contemporary Japanese art with its beautiful gardens, which are annually ranked 

number one in Japan by America's Journal of Japanese Gardening.  

Image:  

A white gravel and pine garden. 

 

＜Visitors Information＞ 
Access  

You can take a free shuttle bus from JR Yasgui Station, JR Yona-go Station, 

Tamatskuri Onsen, and Kaikeh Onsen to the museum.  

Admission  

2,300 en  

International Visitors 50% OFF.  

Open 365 days a year.  

Telephone number  

Zero eight five four, two eight, seven one one one. 
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◆Shemane Museum of Ancient Ezumo 
 
Opened in March 2007, the Shemane Museum of Ancient Ezumo displays ancient 

artifacts, including the remains of Ezumo Taisha's giant stairway pillars, Japan's largest 

collection of excavated bronze swords and bells, and Japan's only complete version of 

the Ezumo no Kooni Hoo-doki, Ancient Chronicles of Ezumo.  

Image:  

A model of a 48-meter-tall structure at Ezumo Taisha, and bronze swords and bells. 

 

＜Visitors Information＞ 
Access  

5 minutes walk from Ichi-bata Railway's Ezumo Taisha-ma-eh Station.  

Admission  

Permanent exhibition: 610 en.  

International Visitors 50% OFF.  

Closed 3rd Tuesday of every month,  

And Wednesday in case of national holiday.  

Telephone number  

Zero eight five three, five three, eight six zero zero. 

 

◆Tamatskuri Onsen 
 
One of the oldest Onsen in Japan, Tamatskuri Onsen has a history dating back to at 

least 733 AD, where it was introduced as "The Bath of The Gods" in the Ancient 

Chronicles of Ezumo.  

You can stay at any one of the 22 traditional Japanese inns that line the banks of the 

Tamayoo River, which runs through the heart of this picturesque Onsen town, or if you 

prefer, there are luxury hotels available which can accommodate up to 700 guests.  

Images:  

A stone statue in the image of magatahma, or comma-shaped beads, and an open-air 

bath.  

 

＜Visitors Information＞ 
Spring Type  

Alkaline thermal hot springs.  

Benefits  

Rheumatism, gastro-intestinal disorders, various skin conditions.  

Telephone number  

Zero eight five two, six two, zero six three four  

Tamatsukuri Onsen Ryokan Association.  

Access  

5 minutes by car from JR Tamatsukuri Onsen Station. 
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５.５ 情報発信内容の外国人目線による検証 

各地域において作成した英語版の WEB サイトや紙媒体（冊子）等の情報提供ツール

および掲載内容について、情報発信内容の有効性や適切性を検証するため、地域ごとに

外国人の視点から検証を実施した。 

検証にあたっては、地域ごとに外国人モニター（居住者・旅行者等）や、地域の取組

み状況および言語に精通した専門団体等の協力を得て、外国人旅行者（高齢者・障がい

者等）が活用する場合の分かりやすさ、情報入手のしやすさ等の観点から情報提供ツー

ルの内容を検証した。 

 

図表１３４ 外国人目線による検証の実施方法 

地域 実施方法 検証の対象 

カムイ 

大雪 

・英語を母国語とする外国人、英語を理解する外

国人モニターを選定し、外国人旅行者の視点で、

ウェブサイトの検証を実施。 

・予備知識のない一般ユーザを想定するため、サ

イトの事前情報や説明はできるだけ省略。特に

決まったやり方は設けず、自由にサイト内を見

てもらい、率直な感想を収集。 

・サイトのデザイン性、機能性、視認性、コンテ

ンツ内容などについて、気付いた点、改善すべ

き点などの意見を収集。 

・米国人 2 名（メディアアーテ

ィスト、ウェブデザイナー） 

・フランス人 2 名（スポーツチ

ームサポーター、車いす使用

者） 

伊勢 

志摩 

・「英語圏または英語の読み取りがある程度でき

る外国人」かつ「三重県を知っている外国人」

を対象に、ヒアリングシートをもとに、ウェブ

サイトに関する意見をメールや電話にて収集。

・外国人 5 名（米国、オースト

ラリア、カナダ、インドネシア）

※男性２名、女性 3 名 

※障がい当事者 1 名 

松江/ 

山陰 

・外国人ボランティアに依頼し、サイト全体の文

章の内容や表現について、レビューを実施。 

・一般社団法人しまね国際センタ

ーに登録している外国人ボラ

ンティア（英語圏） 

佐野 

嬉野 

・英語を母国語とする外国人旅行者の視点からウェ

ブサイトの検証を実施。 

・ウェブサイトを自由に閲覧し、その後対面で率直

な感想を聞き取り。 

・日本在住のイギリス人 1 名 

沖縄 
・外国人を対象に、ウェブサイトの分かりやすさ

等について、ヒアリングを実施。 

・海外在住の米国人 1 名 

・インドネシア人留学生 1 名 
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各地域において検証時に寄せられた意見を得られた知見としてとりまとめ、各指摘に

対する対応方針等を整理するとともに、本事業において対応可能なものについては、指

摘を踏まえ情報発信内容の改善を行った。 

得られた知見と対応方針、対応状況を次頁に示す。 

 

検証結果として、寄せられた意見への対応ができていないもの、さらに、今後対応が

必要な意見等に関しては、「今後の検討事項」として位置づけ、各地域における今後の

継続的な取組みの中で対応を検討していくこととする。 
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図表１３５ 外国人目線による検証の実施結果（１／４） 

地域 知見 対応方針 対応状況

カムイ

大雪 

・説明が少なく、そもそも何のサイト

かが分からない。特に海外への情報発

信なので、目的、何をしてくれるか、

何ができるかを明確にする必要があ

る。（例．交通機関の予約、ホテルな

どの予約、観光施設の予約ができま

す、など） 

・旅行会社ではないため、表現の仕方

に制限はあるが、ある程度分かりや

すい説明は必要かもしれない。さら

なるユーザからの意見を聞きなが

ら、検討していきたい。 

今後検討

・道北、道東、道央、道南という地域

名について、Dohoku, Doto, Doo, 

Donan で は 分 か り に く い 。

Do-hoku, Do-to, Do-o, Do-nan と

した方が音は分かりやすい。 

・または Northern（北部）, Eastern

（東部）、Central（中央）、Southern

（南部）と方角で表す方がよい。 

地域名表記は下記 2 通りを検討した

が、それぞれ利点・欠点があるため、

今回は①②を並記することとする。 

①地名表記（Dohoku, Doto, Doo, 

Donan） 

外国人が見ても発音が分かりにく

いのが欠点。特に道央については

サ イ ト に よ っ て Doo, Do-o, 

Douo, Doou など統一されていな

い。今回は公的機関やもっともよ

く使われていると思われる表記を

採用した。 

②方角表記（North, East, Center, 

South） 

意味は分かりやすいが、実際の東

西南北とは厳密には一致しないた

め、逆に混乱する恐れがある。 

対応済 

・カムイの表記はアイヌ語では Kamuy

である。 

・組織名としては Kamui で問題ない。 対応済 

（変更なし）

・一部の地域・カテゴリにデータがな

い、またはデータが少ない。 

・データは調査・英訳が完了したとこ

ろから順次追加していく。 

今後検討

・フォントサイズの変更ボタンが効か

ない。 

・下記の理由 2 点よりサイズ変更ボ

タンは取り止めた。 

①画像内のテキストには対応できな

い 

②視覚障がい者はブラウザ機能でフ

ォントサイズを変更して使用して

いることが多いため、一つのサイト

内にサイズ変更ボタンを付けても

あまり意味がないという意見があ

る。 

対応済 

（変更なし）

・タイトルの accessible travel は

accessible travel guide とした方が

分かりやすい。 

・本プロジェクトの方針として、

accessible travel ××× という

タイトルを使う。 

対応済 

（変更なし）

・各施設をバリアフリー情報や地名で

検索できればよい。 

・サイトのシステム変更が必要だが、

利便性向上のため今後対応してい

きたい。 

今後検討

・ユーザがコメントを書ける欄があれ

ばよい。 

・情報の信頼性を保つためには、コメ

ント内容をチェックし、正確かどう

か確認するなどの管理が必要とな

るため、対応は見送る。 

対応済 

（変更なし）

・施設紹介文の単語や文法の直し ・紹介文章は基本的に、各施設の公式

情報から取得しているため、確認を

取ってから修正を行う。 

今後検討
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図表１３６ 外国人目線による検証の実施結果（２／４） 

地域 知見 対応方針 対応状況

伊勢 

志摩 

・トップページの写真が変わるタイミ

ングが早く、「Intro」部分を読み切る

ことができない。 

・タイミングを遅くするべきか、

「Intro」部分を短くするべきか検

討する。 

今後検討

・Map 上にリンクされている各エリア

のページに、他のページからもアクセ

スできると良い。 

・各エリアのページは、Map からの

終着点として位置づけており、観光

施設や宿泊情報は地域ごとの欲し

い情報に直結するよう構成してい

るため現状のままとする。 

対応済 

（変更なし）

・タイトルに「忍者」が入っているが、

ページ内にそれほど「忍者」が示され

ていない点が寂しい。 

・今後、「忍者」に特化したページ作

成を検討する。 
今後検討

・「Click the map of detail」の文章

が長い。どのような施設やアクティビ

ティがあるかをシンプルに示し、詳細

はクリックした後に文章で示す方が

すっきりしてわかりやすい。 

・詳細の案内文はクリックして表示さ

れるページに掲載し、トップページ

には、各エリアのキャッチコピーを

簡潔に表現するように変更する。 

今後検討

・「accesible」は、アクセスを示すの

か、バリアフリーを示すのか。 

・「accesible」示す意味合いが英語圏

以外の外国人には浸透していない

と考えられるため、説明を追加す

る。 

今後検討

・トップページのボタンについて、 

①頭文字は大文字とした方が良い。

例）Tourist facility 

→Tourist Facilities 

②「Information service」は、あま

り意味をなさないため、

「Information」のみの表現で良

い。 

③「Access」は和製英語のため、

「Transportation」や、 

「Transit Maps, Route Maps」

とといった表現が良い。 

・指摘をふまえて、メニューバーの表

記方法を変更する。 

Tourist facility  

⇒ Tourist Facilities 

Seasonal event  

⇒ Seasonal Events 

Information service  

⇒ Information 

Access  

⇒ Transportation 

今後検討

・タイトルは標語であり表現は自由で

構わないが、文法的には、地名の

「IseShima」と、名詞の「Ninja」を

「＆」で結ぶ表現は間違っており、多

少不自然に感じた。 

・タイトルとして決定しているためこ

の表現のまま活用する。（同様の意

見が多数出た場合には再度検討す

る） 

対応済 

（変更なし）

・Map 上の「Northern Mie」の説明

文は、「～one of many baths」では

なく、「one of the many baths」の

方が良い。 

・また、「F1 racing ・・・Suzuka 

circuit.」は、「F1 racing fans might 

love a trip to the famous Suzuka 

circuit!」の方が良い。 

・指摘をふまえて、説明文を修正する。 対応済 

・Map 上の「Central」の説明文は、

「 Come to ・ ・ ・ Sakakibara 

Onsen.」ではなく、「Come to the 

region of Mie for a sork at 

Sakakibara Onsen!」の方が良い。

・指摘をふまえて、説明文を修正する。 対応済 
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図表１３７ 外国人目線による検証の実施結果（３／４） 

地域 知見 対応方針 対応状況

伊勢 

志摩 

・「Central」の説明文のうち、清少納

言 は 「 Seishonagon 」 ま た は

「Seisho-nagon」としてはどうか。

・また、「curative」は、「remedial」

としてはどうか。 

・清少納言は「Sei」と区切る表現が

正しいため変更しない。 

・「remedial」は医学的な意味合いが

強くなるため、「curative」のまま

とする。 

対応済 

（変更なし）

・「Central」の説明文のうち、「world 

renowned」は、「world-renowned」

に変更した方が良い。 

・指摘をふまえて、説明文を修正する。 対応済 

・Map 上の「Iseshima」の説明文に関

して、 

①「handed down for centuries」

という表現は、 

「handed down over 

centuries」とした方が良い。 

②「Iseshima」の説明文のうち、

「delectable」はあまり一般的で

はないため、「an exquisite 

variety of」に変更した方が良い。

③「rock lobster famous 

throughout」は、「rock lobster 

that is famous throughout」と

した方が丁寧な表現。 

・指摘をふまえて、説明文を修正する。 

 

handed down for centuries 

⇒ handed down over 

centuries 

 

delectable  

⇒ an exquisite variety of 

 

rock lobster famous 

throughout 

⇒ rock lobster that is famous 

throughout 

対応済 

・Map 上の「Kumano」の説明文は、

「Here you・・・heritage site.」で

はなく、「Here you can follow the 

footsteps of Japan’s pilgrims of 

old! The ancient stone steps of 

the Kumano Trail which has 

been designated a world heritage 

site.」とした方が良い。 

・指摘をふまえて、説明文を修正する。 対応済 

・Map 上の熊野古道の写真説明は、文

法 的 に 、「 Kumano Kodo, a 

UNESCO World Heritage site」と

した方が良い。 

・指摘をふまえて、説明文を修正する。 対応済 

・トップページの「Intro」は口語のた

め、「An Overview」とした方が良い。

・また、「 Intro」内の、「center of 

Japan」は中心という意味になるた

め、「located in central Japan」や、

「Found in central Japan」とした

方が良い。 

・「Intro」はあえて口語の表現とした

ため、現行のままとする。 

・「Located in the center of 

Japan」はあえてこの表現として

いるため、現行のままとする。 

対応済 

（変更なし）

・「Intro」内の、「From its lively」は、

「its」と「lively」の間にスペースが

二つ入っているように見える。 

・また、「south;」は、「south,」とし

た方が良い。 

・指摘をふまえて、文章を修正する。 対応済 

・長島温泉の表記は、施設名を示す

「Nagashima Onsen」とした方が

良い。 

・指摘をふまえて、「Nagashima 

Onsen」に統一する。 

対応済 
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図表１３８ 外国人目線による検証の実施結果（４／４） 

地域 知見 対応方針 対応状況

伊勢 

志摩 

・Map の説明は、「Please click on the 

map below for details!」とした方

が文法的に望ましい。 

・指摘をふまえて、対応を検討する。 今後検討

・「Accommodation」 と「 Tourist 

Facilities」のページにある「Central」

は、「Central Mie」とした方が良い。

・指摘をふまえて、対応を検討する。 今後検討

・「Accommodation」 と「 Tourist 

Facilities」のページ内の「Iseshima」

に表記ミスがある。 

・表記を修正する。 対応済 

・イベント情報ページの「Hanabi 

(Fireworks Display)」は、表現が不

自然なため、「 Hanabi (Summer 

Fireworks) 」 ま た は 「 Hanabi 

(Fireworks)」としてはどうか。 

・指摘をふまえ、「Hanabi 

(Fireworks)」に変更する。 

対応済 

・文章のみの箇所に、写真が入るとよ

り分かりやすくなる。 

・写真は順次アップしていく。 今後検討

松江/ 

山陰 

・特に対応を要する意見はなかった。
－ － 

佐野 

嬉野 

・ウェブサイトの内容は、問題なく理

解することができる。 
・英語の表現が分かりにくい箇所は特

にない。 

－ － 

沖縄 ・英語表記に関する基本的なルールを

順守する。 

・指摘を受けた点（スペルミス、ピリ

オドの後は半角スペースを入れる

等）について対応する。 

対応済 

・表現や単語の表記にブレが生じてい

るため、統一を図る必要がある。 

・表現や単語の他、住所や時間等の表

記を統一する。 

対応済 

・写真等を用いて、サービスの内容に

ついて、よりわかりやすく記載した方

が良い。 

・写真を多く掲載し、サービスの内容

をはじめとする各項目について詳

しい説明文を掲載する。 

対応済 

・サービスの予約方法に関して、より

わかりやすくするとともに、負担にな

らない予約方法が望ましい。 

・予約時に必要な情報を統一フォーマ

ットにて入力する、入力する情報を

最小限に抑えるために選択形式を

用いるといった対応を図る。 

対応済 

・施設情報は、アイコンを用いたシン

プルな表現とした方が良い。また、ア

イコンのわかりやすい解説も必要。 

・アイコンをクリックすると、そのア

イコンの解説が表示されるように

対応する。 

対応済 

・沖縄のイメージや沖縄らしさが伝わ

るデザインとした方が良い。 

・トップ画面に、沖縄のイメージ写真

を掲載する。 

対応済 
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６．問い合わせ・相談対応の体制構築に向けた検討 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）への情報発信を実施する中で、各地域の情報に

対し、外国人旅行者より問い合わせや窓口訪問等があった場合の体制を検討し、実証的

な取組みを実施した。 

 

６.１ 基本方針 

問い合わせ・相談対応の体制構築として、試験的に、アクセシブルトラベルジャパン

の窓口を、日本バリアフリー観光推進機構東京事務局、協力旅行会社（インバウンド部

門を有する旅行会社）の協力を得て設置し、検討を行った。 

問い合わせ・相談窓口の基本方針を以下に示す。 

 

【問い合わせ・相談窓口の基本方針】 

○外国人旅行者（高齢者、障がい者等）からの相談と、問い合わせへの対応を行う。

○外国人旅行者（高齢者、障がい者等）のニーズに適した交通情報や宿泊情報等を

提供する。 

○空港(成田･羽田)から東京都内へのアクセスに関する情報提供を行う。 

○東京都周辺地域での観光に関する情報提供を行う。 

○東京都内から各地域への移動や、現地での宿泊･観光についての情報提供を行い、

各地域の BFTC につなぐ役割を担う。（WEB サイトは、各地域の情報を一元的に

発信するポータルサイトとして活用） 
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インバウンド旅行会社

東京都内および日本国内の
交通、宿の手配

Accessible Travel JAPAN バリアフリーインバウンド全国相談センター

海外からの相談

日本国内から
・在住外国人の相談
・日本人障がい者相談 標準基準で

情報共有連携

全国のバリアフリー観光相談センター

●旭川･北海道 ●宮城県 ●福島県 ○秋田県
●東京都・関東 ●伊豆 ●石川県 ○愛知県
●伊勢志摩・三重県 ●山陰（鳥取県･島根県）
●広島県 ●呉市 ●新居浜市 ●福岡県
●佐賀県 ●鹿児島県 ●大分県 ●沖縄県

羽田空港着

成田空港着

東京都内観光

オリパラ観戦
日本国内観光

全国5地域の観光地より多言語情報発信

日本バリアフリー観光推進機構
パーソナルバリアフリー基準で
東京のバリアフリー情報を既に所有
全国のバリアフリー観光地情報を共有
全国標準の｢旅のカルテ｣をＩＣＴ化済み

Accessible Travel JAPAN
東京をワンストップとした
日本国内アクセシブル旅行
相談センター

全地域パーソナルバリアフリー基準連携

 

図表１３９ 問い合わせ・相談窓口の位置づけ 

 

【パーソナルバリアフリー基準の概要】 

パーソナルバリアフリー基準とは、日本バリアフリー観光推進機構が提唱してい

る考え方と、それに則したサービスです。身体に障がいのある人や、高齢によって

身体が不自由になった人をはじめとする、様々な方に旅行を楽しんでいただけるよ

うに考え出された基準です。障がいの状況は人によって様々であることを前提とし

て、旅行者それぞれを基準として安心な旅行を提供するために、バリアフリーな施

設や場所を紹介するだけでなく、どのようなバリアがあるのかを詳しく調査し、そ

の情報を提供するとともに、それぞれの方がそのバリアをどのように乗り越えるの

かを一緒に考え、それぞれの状況に沿った提案を行います。 

 

［参考］ユニバーサルツーリズムに対応した観光地づくり事例集 平成27年 3月 観光庁
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６.２ 問い合わせ・相談対応の体制 

前述の基本方針に基づき、問い合わせ・相談窓口の体制を検討し、体制の基本的な考

え方等について以下のとおり整理した。 

 

【問い合わせ・相談窓口（アクセシブルトラベルジャパン）の体制の基本的な考え方】 

○BFTC 勤務経験を有し相談業務に精通したメインスタッフ（１名）が、外国人旅

行者（高齢者、障がい者等）からの問い合わせ・相談に対してメールおよび電話で

対応する。 

○相談内容が旅行業における手配を必要とする場合、協力旅行会社に勤務するスタ

ッフ（６名）が、サポートスタッフとして対応する。 

○問い合わせ内容が地方各地に関するものの場合、各地の BFTC と情報を共有し対

応を相談の上、メインスタッフを主な窓口として外国人旅行者（高齢者、障がい者

等）に回答する。 

○外国語対応が可能な観光施設や宿泊施設等についての問い合わせの場合は、施設

に直接つなぎ、対応する。 
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６.３ 問い合わせ・相談対応に向けた研修の実施 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）からの問い合わせや相談に対応する「アクセシ

ブルトラベルジャパン」の窓口スタッフの研修を実施した。 

 

６.３.１ 研修の目的、基本方針 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）からの問い合わせや相談への対応について学ぶ

ことを目的に、以下の観点から研修を行った。 

○ 各地域のバリア・バリアフリー情報および、観光情報の取得 

○ 各地域の BFTC のサービス内容、業務についての理解 

○ バリア・バリアフリー調査等による外国人旅行者（高齢者、障がい者等）のニ

ーズの理解 

 

６.３.２ 実施概要 

研修の実施概要を以下に示す。 

項目 内容 

①実施地域 ・東京都（外国人旅行者が来日の際にまず訪れるゲートウェイ） 

・本事業で選定された BFTC のある５地域 

（旭川、伊勢志摩、松江、佐賀嬉野、沖縄） 

②対象 ・外国人旅行者（高齢者、障がい者等）からの問い合わせ・相談窓口

である「アクセシブルトラベルジャパン」のメインスタッフおよび

サポートスタッフ 

-メインスタッフ：BFTC での勤務経験を有するスタッフ 

-サポートスタッフ：JIC 旅行センターインバウンドスタッフ６名

③講師 ・都内：中村千枝氏（伊勢志摩バリアフリーツアーセンタースタッフ）

・５地域：各地域の BFTC のスタッフ 

④研修内容 ・観光地のバリア・バリアフリー状況の視察 

・BFTC の視察、スタッフによる講義 
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６.３.３ 研修結果 

都内および地域の BFTC での研修結果を以下に示す。 

 

（１）東京都内での研修結果 

東京都内における研修結果を以下に示す。 

  ①実施概要 

項目 内容 

参加者 【受講者】計 6 名 

アクセシブルトラベルジャパンメインスタッフ田村氏、 

サポートスタッフ（JIC 旅行センター インバウンド部スタッフ及び社長）

【講師】 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 中村千枝氏 

【事務局兼講師】 

日本バリアフリー観光推進機構 中村理事長、中子事務局長 

研修内容 ■都内ホテルにおけるバリアフリー調査 

■パーソナルバリアフリー基準※研修会 

■羽田空港国際線旅客ターミナルビルの視察およびバリアフリー調査 

※パーソナルバリアフリー基準の概要は P.158 参照 
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  ②研修結果 

■都内ホテルにおけるバリアフリー調査 

・都内でも有数のラグジュアリーホテルにて、ホテル担当者の同行により、バリアフ

リールームおよび、レストラン、共有スペースの多目的トイレ等について視察を行

った。 

・バリアフリーに配慮しながらも高級感のある雰囲気を保っている様子を見学し、今

後のバリアフリー調査の参考にすべく、バリアフリー整備および対応のポイントを

学んだ。 

・客室、レストラン、多目的トイレにおいて、バリアを調査する際に計測すべき箇所

（入口の幅やベッドとベッドの間隔、テーブルの高さ等）や、設備の使いやすさ（ミ

ニバーや冷蔵庫の位置やトイレの水洗ボタンの位置等）、サービスやレンタル品の確

認等のポイントを学んだ。 

 

  
 

   

【ホテルでのバリアフリー調査の様子】 

 

 

  

客室の調査① 

客室の調査② 

多目的トイレの調査 

レストランの調査 
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■パーソナルバリアフリー基準研修会 

・日本バリアフリー観光推進機構の中村理事長から、高齢者、障がい者の外国人旅行

者の訪日増加傾向やマーケット等、現在のインバウンドに対応した UT の状況につ

いて説明を受け、受入体制強化の重要性について学んだ。 

・伊勢志摩バリアフリーツアーセンター所属の講師により、バリアフリー調査につい

て、調査の目的、調査の手順、ポイント等を学んだ。また、調査後に WEB サイト

等に掲載する施設等の写真撮影について、見る人に役立つ情報を伝えられるような

写真撮影のポイントを学んだ。 

・パーソナルバリアフリー基準※の考え方に基づくおもてなしについて、受入れの心

得、障がい別の対応ポイント、接客・対応ポイント等を学んだ。段差がないことが

バリアフリーなのではなく、障がいの種類・程度により何がバリアフリーになるか

が異なるということが分かり、大きな気づきとなった。 

・相談窓口業務の心得について、お客様とのコミュニケーションの重要性や、お客様

の状況に応じた案内を行うことを基本とした案内の仕方を学んだ。 

※パーソナルバリアフリー基準の概要は P.158 参照 

 

  
 

  

【パーソナルバリアフリー基準研修会の様子】 
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■羽田空港国際線旅客ターミナルビルの視察およびバリアフリー調査 

・都内から羽田空港へのアクセスとして、浜松町からモノレールを利用して羽田空港

へ移動した。 

・モノレールには車いすスペースのある車両があり、エレベーターも浜松町駅、羽田

空港国際線ビル駅ともに整備されていることから、都内から羽田空港までのルート

がバリアフリーであることを確認した。 

・羽田空港国際線旅客ターミナルビルでは、空港担当者からユニバーサルデザインの

配慮ポイントの説明を受けながら、当事者の意見を取り入れた設計および改修につ

いて学んだ。 

・筆記具、テレビ電話での手話対応、点字マップ等を用いた案内カウンターでの障が

い者への対応や、多目的トイレ、補助犬トイレの確認などを行った。 

・羽田空港が所有し、貸し出している車いすについて、通常のサイズの車いすだけで

なく、主に欧米の肥満の方等に対応した大型車いすがあることを確認した。 
 

  

  

  
【羽田空港国際線旅客ターミナルビルの視察およびバリアフリー調査の様子】 

羽田空港への移動①（モノレール） 羽田空港への移動②（モノレール） 

案内ｶｳﾝﾀｰ（手話対応・筆談具） サイズが大きい車いす 

多目的トイレ 

補助犬トイレ 
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（２）各地域での研修結果 

各地域での実施研修として、本事業で選定された BFTC のある５地域での研修結果を

以下に示す。 

 

 １）旭川 

カムイ大雪バリアフリーツアーセンターにおける研修結果を以下に示す。 

 

  ①実施概要 

項目 内容 

参加者 【受講者】 

アクセシブルトラベルジャパンメインスタッフ 田村氏 

【講師】 

カムイ大雪バリアフリーツアーセンター 只石理事 

【事務局兼講師】 

日本バリアフリー観光推進機構 中子事務局長 

研修内容 ■バリアフリー対応状況の視察（旭山動物園） 

■センターの活動に関する研修会 

■バリアフリー対応施設の視察 

（旭川駅、アルティモール（商業施設）内の免税店） 
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 ２）伊勢志摩 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンターにおける研修結果を以下に示す。 

 

  ①実施概要 

項目 内容 

参加者 【受講者】計 6 名 

アクセシブルトラベルジャパンメインスタッフ 田村氏、 

サポートスタッフ（JIC 旅行センター インバウンド部スタッフ及び社長）

【講師】 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 中村千枝氏 

【事務局兼講師】 

日本バリアフリー観光推進機構 中村理事長 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 野口事務局長 

研修内容 ■バリアフリー対応状況の視察（ミキモト真珠島） 

■センターの活動に関する研修会 

■宿泊施設におけるバリアフリー客室の視察（扇芳閣） 
 

  



 

  ②研修
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 ３）松江／山陰 

松江／山陰バリアフリーツアーセンターにおける研修結果を以下に示す。 

 

  ①実施概要 

項目 内容 

参加者 【受講者】計 6 名 

アクセシブルトラベルジャパンメインスタッフ 田村氏、 

サポートスタッフ（JIC 旅行センター インバウンド部スタッフ及び社長）

【講師】 

松江／山陰バリアフリーツアーセンター 

三輪理事長、田中事務局長、川瀬センター長 

【事務局兼講師】 

日本バリアフリー観光推進機構 中子事務局長 

研修内容 ■バリアフリー対応状況の視察 

（松江城、堀川めぐり、足立美術館、出雲大社等） 

■センターの活動に関する研修会 
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  ②研修結果 

■バリアフリー対応状況の視察（松江城、堀川めぐり、足立美術館、出雲大社等） 

・松江／山陰バリアフリーツアーセンターの田中事務局長同行のもと、外国観光客が好

む松江周辺の観光施設として、堀川めぐり、松江城を視察した。 

・堀川めぐりは、乗船所に車いす用のスロープが設置されており、乗船中は車いすを預

かってもらうことができた。高齢者や自立歩行が可能な障がい者等にとって利用しや

すいことを確認した。 

・松江城は、事前に連絡すると城まで車で移動することができ、砂利が薄いため介助者

１名が同行すると十分に散策が可能ということが分かった。敷地内に階段があるが、

事前に連絡すると施設係員４名による介助を受けることができる。 

 

 

  

【堀川めぐり乗船場】          【松江城】 

 

 

【足立美術館を訪れていた外国人観光客】 
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・足立美術館と出雲大社では、受講者６名により、施設のバリアフリー設備や外国人観

光客の来訪状況等を視察した。 

・足立美術館は、一部の階段を除き、車いすで快適に通行することができ、バリアフリ

ー順路の案内版が分かりやすく設置されていた。施設内で遭遇した外国人観光客（団

体）の中に、高齢者や杖歩行の方が数名いた。 

・出雲大社は、車いす用の参拝ルートが整備されており、駐車場から正宮までの移動は

問題ないことが確認できた。正宮前には階段が７段ほどあるが、手すりが設置されて

いないため、自立歩行が困難な方には階段下からの遥拝を案内する必要がある。 

 

   

【出雲大社 正宮前】    【出雲大社 車いす用通路の案内】 
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■センターの活動に関する研修会 

・松江バリアフリーツアーセンターの三輪理事長から、センターの主な活動ついて説明

を受け、特に力を入れて取り組んでいる視覚障がい者向けのバリアフリー対応につい

て学んだ。 

・田中事務局長から、インバウンド関連の取組み状況と、今後継続的に取組む内容につ

いて説明を受け、多言語対応に関する情報の共有を図った。 

・視覚障がい者向けに開発した「てくてくラジオ（聞きながら散策すると、観光施設の

案内となる）」を翻訳したものが、外国人観光客の案内に活用できることを学んだ。

このように特定のユーザーに向けて開発したものが、工夫の仕方によって様々な人に

とって便利なものとなり、多くの方が楽しむことができる観光地づくりにつながるの

ではないかと認識した。 

 

    

【研修会資料】             【補助犬】 

 

  

 

 

 

 

 

【てくてくラジオ】 
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 ４）佐賀嬉野 

佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターにおける研修結果を以下に示す。 

 

  ①実施概要 

項目 内容 

参加者 【受講者】 

アクセシブルトラベルジャパンメインスタッフ 田村氏、 

【講師】 

佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター 

小原理事長、吉川事務局長、センタースタッフ２名 

【事務局兼講師】 

日本バリアフリー観光推進機構 中子事務局長 

研修内容 ■宿泊施設のバリアフリー対応状況の視察 

（和多屋別荘、松園、和楽園） 

■センターの活動に関する研修会 
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  ②研修結果 

■宿泊施設のバリアフリー対応状況の視察（和多屋別荘、松園、和楽園） 

・和多屋別荘のバリアフリー客室に宿泊し、施設のバリアフリー設備とおもてなしを体

験した。また、佐賀嬉野バリアフリーツアーセンタースタッフ２名の同行のもと、宿

泊施設（松園、和楽園）を視察した。 

・松園は、バリアフリー客室の他に、共同で利用できる設備が充実していた。施設全体

に古き良き昭和の雰囲気が漂うディスプレイが設置されており、バリアフリー客室に

おいても、古い建物ならではの落ち着きと、心地良さを感じることができる工夫が感

じられた。館内の「みんなのトイレ（多目的トイレ）」はオストメイト設備が完備さ

れており、オストメイト設備と知らず手を洗ってしまうお客様向けの案内が表示され

ており、施設側の配慮を学んだ。 

・視察した３施設中２つの施設に、「手話勉強中」と掲示されていた。女将さんに確認し

たところ、温泉街の女将が集まる場で手話を勉強しようということになり、全９回の

講習を受けた後に発行されたものを掲示しているとのことで、地域内でこのような取

組みが積極的に実施されている意識の高さを認識した。 

 

  

【和多屋別荘 バリアフリー客室内の設備】 

  

【オストメイト設備の注意喚起】     【手話勉強中の掲示物】 
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■センターの活動に関する研修会 

・佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターの小原理事長および吉川事務局長より、センタ

ーの活動と嬉野温泉地域の観光についてレクチャーを受けた。 

・嬉野温泉および九州地域では、韓国や中国からの観光客が多く、多言語による対応は

アジア圏の言語が主体になると考えられる。佐賀市では、４言語（英語、中国語、韓

国語、日本語）による 24 時間対応のコールセンターが設置されており、外国人に安

心して観光を楽しんでもらえる取組みが行われている。和多屋別荘および視察を行っ

た２つの宿泊施設や地域内に多言語表記（主に英語表記）の案内板が多数設置されて

おり、インバウンドに対する意識の高さを認識した。 

・佐賀嬉野バリアフリーツアーセンターにて、センタースタッフ２名による現場研修を

行った。温泉地であることから、入浴介助と補助器具の貸出しが主な業務となってお

り、これまでに外国人観光客からの入浴介助依頼の実績はないが、今後問合せがある

可能性を踏まえ、対応を検討している。 

 

  

【研修会の様子】     【センターでの現場研修の様子】 
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 ５）沖縄 

那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所における研修結果を以下に示す。 

 

  ①実施概要 

項目 内容 

参加者 【受講者】 

アクセシブルトラベルジャパンメインスタッフ 田村氏 

【講師】 

那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所スタッフ（長尾氏、仲間氏）、

アクセシブルトラベルジャパン山崎顧問、全国の BFTC スタッフ 

研修内容 ■那覇空港および市内（那覇国際通り）のバリアフリーツアーセンタ

ーの視察 

・業務内容、貸出備品、利用の仕組み、利用状況について、那覇空

港しょうがい者・こうれい者観光案内所のスタッフが講義を実施。

■バリアフリー観光推進全国フォーラムへの参加 

・山崎顧問がインバウンドに対応した UT に関するニーズ等につい

て講義を実施。 

・全国のバリアフリーツアーセンターのブースから、各地域の特色

を把握。 

■美ら海水族館の視察 

・水族館のバリアおよびバリアフリーについて調査ポイントを確認

し、バリアフリー対応について学習。 
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  ②研修結果 

■那覇空港および市内のバリアフリーツアーセンター視察 

・空港にカウンターを設置しているバリアフリーツアーセンターは、全国でも沖縄の

みである。空港カウンターにおける貸出備品、それらの利用状況、外国人利用者の

割合を確認した。 

・外国人旅行者は、どのようなニーズを持っているかを学んだ。 

・空港内の「ほじょ犬専用トイレ」を視察した。 

・那覇国際通りにある市内のバリアフリーツアーセンターは、空港カウンターと異な

る機能を有しているため、状況を視察した。 

・沖縄におけるバリアフリーツアーセンターの運営の仕組み、利用者の状況や評価と

いった、現状の取組み状況を踏まえた知見を得た。 

 

  

【那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所 那覇空港カウンター】 

 

  

【那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所 那覇国際通り相談所】 
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■バリアフリー観光推進全国フォーラムへの参加 

・山崎氏の基調講演「オリンピック・パラリンピックを目指したバリアフリーインバ

ウンドのあり方」において、アクセシブルトラベルジャパン設立の基本理念や目的

について知識を得た。 

・本フォーラムでは、本事業で選定された５地域のバリアフリーツアーセンター他、

全国各地の他地域のセンターもブースを出展しており、これらの各地域の担当者か

ら、各センターの特色を学んだ。 

  

  

  

【バリアフリー観光推進全国フォーラムの様子】 

  

山崎氏の講演 センターの展示①

センターの展示③センターの展示②

UD 浴衣体験 

（佐賀嬉野 BFTC） 
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■美ら海水族館の視察 

・那覇空港しょうがい者・こうれい者観光案内所の企画による約 30 名の水族館視察

に同行し、リフト付きバスによる団体の移動、集合、リフト稼働によるバス乗車、

トイレ休憩、到着後の案内など、団体移動におけるノウハウを得た。 

・水族館では、視覚障がい者の触察体験コースの体験、視察も行い、触察体験の方法

を学び、参加者である視覚障がい者の様子を実際に見ることで、利用者の評価等を

学べる機会となった。 

 

 
【ノンステップバス そらポート号】 

 

  

【リフト付観光バス】 
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【美ら海水族館 触察体験プログラム】 
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６.４ 問い合わせ・相談対応における対応のポイントの整理 

前節までの内容を踏まえ、外国人旅行者（高齢者、障がい者等）からの問い合わせ・

相談に対し、窓口にて対応する際の心得やポイントを整理した。 

問い合わせ・相談対応のポイントを整理するにあたっては、日本バリアフリー観光推

進機構および伊勢志摩バリアフリーツアーセンター等にヒアリングを実施し、検討を行

った。 

 

（１）バリアフリー観光受入れの心得 

バリアフリー観光を受入れる上で、日本人・外国人を問わず、以下の基本スタンスに

基づき、対応していくことが必要である。 

 

◆介助者ではなく、障がいのある当事者とコミュニケーションを図る 

→障がい当事者、介助者ともに旅行者であり、その旅行グループ全体への配慮が必要な

中で、介助者に尋ねるのではなく、障がい当事者本人に対してしっかりとコミュニケ

ーションを図り、必要事項等を確認することが大切 

◆分からないことは素直に聞いてみる 

→障がいの種類は多様であり、必要な支援もひとそれぞれ異なるため、どのような支援

が必要か、わからない場合には本人に確認することが大切 

◆お客さまのペースに合わせる（相手を焦らせない） 

→障がいの程度や状態によって、うまく声を発することが難しい場合や、動作に時間を

要する場合がある。本人が焦ることにより、よけいに症状があらわれることがあるた

め、お客さまペースに合わせ、安心して行動できる環境を整えることが大切 

→時間がかかりそうな場合は、周りのお客さまは別スタッフが対応する等、さりげない

配慮が必要 
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（２）問い合わせ・相談対応時のポイント 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）を含む問い合わせ・相談に対し、窓口において

適切に対応し、魅力的な情報を発信していくために、窓口対応時に必要となるポイント

として、７つの項目について整理した。 

 

①お身体の状態や旅行の目的を聞き出す 

・初めて問い合わせをする方の中には、BFTC がどのようなサービスを提供している

かを知らない方もいるため、問い合わせ事項に回答するだけではなく、詳しく聞き

取りを行い必要な情報を提供する（旅行全体に不安を感じている方が多い）。 

⇒ 障がいの程度や状態や旅行の目的を聞きだし、案内のヒントに活用する 

 

②バリアフリーや観光の情報は複数提供する 

・旅行に慣れていない障がい当事者は、計画時の楽しみよりも不安が先行してしまう

ことがあるため、複数の施設やコースを紹介し、自分で計画する（好きなものを選

択する）ことができる環境を提供する。 

⇒ 自ら選ぶことで、多少のバリアが生じた場合にもトラブルや利用者のストレス軽

減につながる 

 

③バリアフリーの情報より、バリアの情報を伝える 

・バリアがある施設の場合でも、事前にバリアの情報を知ることで、杖を持つ、介助

者と同行するといった準備をして施設を楽しむことができるため、施設の情報をし

っかりと把握し、バリアフリー情報ではなく、どのようなバリアがあるかといった

情報を提供する。 

⇒ 事前に「バリアフリー対応」と判断していると、数センチの段差があるだけでト

ラブルの要因となることがある 

 

④難問でも、解決策を模索する姿勢を示す 

・すぐに「できない」と断るのではなく、解決策を模索することで、新たな解決方法

の気づきや、関係機関とのネットワーク構築につながり、活動範囲の拡大につなが

ることが期待できる。 

⇒ 代替案の提案、親身になった対応により、お客さまからの信頼度が向上 

⇒ 難しいリクエストがあった場合にも、諦めずに解決策を模索することが重要 
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⑤コミュニケーション力が大切 

・お客さまに適した情報等を案内する場合、障がいの程度や状態の他、行動者、旅行

形態、訪問先で体験したいこと等、確認すべき内容が多くあるため、会話の流れを

作りながら、しっかりと情報を確認する。 

⇒ 直接的に聞くのではなく、会話の中から情報を引き出すことが必要 

 

⑥障がいを理解する、幅広い知識を持つ 

・トイレや入浴の方法、言語障がいの有無、視覚障がい者の見え方など、ニーズに合

った情報を提供するために、障がいに関する幅広い知見を持って、お客さまの状態

を詳しく把握する。 

・車いすにも様々なタイプがあり、障がい種類や年齢、体力や介助の有無によって出

来ることが異なるため、日頃から積極的に情報収集・知識の蓄積を図る。 

⇒ 障がいの種類や症状、さらには日常生活の様子等に関する知識を磨くことが、対

応時の自信につながる 

⇒ 障がい者自身から話を聞く機会を積極的に持つ 

 

⑦スタッフ間での情報共有を図る 

・対応が困難な場面に遭遇した場合には、自分ひとりで判断せず、周りのスタッフの

意見を聞いて、お客さまに望ましい解決策や情報を提供する。 

⇒ スタッフ間での情報共有を図り、一人ひとりの解決方法や知識を深めることがレ

ベルアップの近道となる 
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（３）外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に特に留意する事項 

外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対応する上で、特に留意すべきポイントを以

下に示す。 

 

①海外における専門用語を理解する 

・日本人旅行者の場合、BFTCへの問い合せのほとんどが電話での連絡となっており、

コミュニケーションを図りながら繰り返し確認することが可能である。一方、外国

人旅行者の場合、メールでの問い合せの割合が高くなることが考えられるが、日本

人のお客さまの場合と同様に、会話ややり取りの中から障がいの種類や程度等の必

要な情報を引き出し、正確な情報の把握に努める。 

・バリアフリー対応の施設や設備は、国や言語によって機能や表現が異なるため、バ

リアフリー観光に関連する施設や設備等に関する日本との違い、専門的な表現等を

理解し、的確な情報提供を行う。 

・日本のバリアフリー設備等を説明する際には、名称や設備の有無だけではなく、用

途や使い方についても情報提供を行う。 

⇒対訳表を活用するなど、多言語での対応スキルの向上が求められる 

 

②多様なニーズに対応するサービスを提供する 

・外国人旅行者（高齢者、障がい者等）に対して情報提供を行う場合には、障がいの

多様性に加え、国籍や言語による多様性も重なるため、旅行者自身の状態等に沿っ

た適切なサービスが求められる。 

・例えば、電動車いす等の充電においても電圧の違いがあるなど、細かい点での配慮

や情報提供が必要であり、国籍により文化・習慣を理解した上で、日本人に感覚で

判断するのではなく、旅行者自身の視点に立った対応を図る。 

⇒ 多様なニーズを想定した、幅広い視点で地域の情報を集約する 

 

③カルテを通じた宿泊施設等と旅行者の情報を共有する 

・外国人旅行者（高齢者、障がい者等）の満足度を高めるためには、BFTC だけでな

く関係者間で情報を共有し、地域全体でのおもてなしを高めることが求められるた

め、情報の玄関口となる BFTC で確認した旅行者の情報をカルテ形式で整理し、関

係者に情報を伝達する（宿泊施設等側にとっても事前準備の充実や安心に寄与）。 

≪情報の一例≫ 

旅行者の障がいの程度や状態／旅先で不安に感じていること／同行者／ 

旅行の目的／交通手段／宿へのリクエスト 等 

⇒ 情報の共有によりリスクを回避し、十分なおもてなしを提供 
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７．まとめと今後の課題 

本事業は、全国的に UT 対応の窓口組織の展開を進めている日本バリアフリー推進機

構と協力して、訪日外国人旅行者の UT 対応について検討するとともに、訪日外国人旅

行者向けの情報発信手段として、ＨＰ等の情報発信ツールを作成したものである。 

 

本事業における成果は以下の通りである。 

 

（１）訪日外国人旅行者を対象とした UT 対応方法の検討 

障がいをもつ外国人の特性やニーズを把握するとともに、訪日外国人旅行者向けの

UT 対応の方針を検討、整理した。 

欧米等においては、肥満による車いす利用者が増加しており、これらバリアトリッ

ク層の対応など、外国人特有の対応方針についても整理した。 

 

（２）訪日外国人旅行者を対象とした情報発信ツールの作成 

訪日外国人旅行者（高齢者、障がい者等）への情報発信として、全国の UT 情報を

提供するホームページを作成するとともに、先進的に取組みを展開する５地域につい

ては、各地域のＨＰを立ち上げ、より詳細な情報を提供した。 

さらに、沖縄、松江においては、観光情報、バリアフリー情報等を提供する冊子を

作成し、また、松江においては音声読み上げソフトを活用した情報提供を試行的に実

施した。 

 

（３）訪日外国人旅行者を対象にした窓口機能の検討および一部試行 

訪日外国人旅行者に対する UT 対応を実施するために必要となる窓口機能を検討す

るとともに、立ち上げに向けた準備として、スタッフに対する研修会を実施した。 

 

我が国の訪日外国人旅行者は、まもなく年間 2,000 万人に届く勢いであり、オリン

ピック・パラリンピックの開催等も踏まえると、今後も増加傾向が続くものと考えられ

る。また、障がい等で旅行や移動に制約がある訪日外国人旅行者も増加するものと考え

られ、訪日外国人旅行者を対象とした UT 対応は必要不可欠であり、対応のための体制

構築は喫緊の課題であるといえる。 

 

本業務では、上記の通り、一部の情報発信ツールの作成および窓口構築の試行を実施

したが、まだまだ十分なレベルおよびボリュームには達していないのが現状である。 

 

したがって、本業務の成果をもとに、さらなる取組みの充実および裾野の拡大を進め

る必要があり、地域の NPO 等との活動とも連携して、取組みを継続することが必要不

可欠である。 
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